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被
相
伝
者
か
ら
見
る
金
春
安
照
型
付
深
澤
希
望
は
じ
め
に
饗
応
の
場
に
お
け
る
演
能
は
、
諸
大
名
に
と
っ
て
重
要
な
外
交
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
役
者
に
よ
る
演
能
が
散
見
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
、
な
か
に
は
玄
人
に
交
じ
り
演
じ
る
大
名
の
姿
も
見
え
、
さ
ら
に
は
自
藩
の
能
大
夫
を
養
成
す
る
べ
く
家
臣
を
役
者
の
も
と
に
弟
子
入
り
さ
せ
る
大
名
ま
で
も
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
宮
本
圭
造
氏
は
、
藩
の
能
大
夫
と
し
て
華
々
し
く
活
躍
す
る
小
姓
た
ち
の
姿
を
捉
え
て
、
慶
長
か
ら
寛
永
期
を
「
小
姓
役
者
の
時
代
（
１
）」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
素
人
の
本
格
的
な
弟
子
入
り
、
ま
た
玄
人
の
側
か
ら
言
い
換
え
れ
ば
、
素
人
へ
の
本
格
的
な
芸
の
相
伝
、
と
い
う
状
況
は
、
数
十
曲
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
番
数
を
持
つ
型
付
の
成
立
を
後
押
し
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
型
付
」
と
い
う
伝
書
と
、
素
人
の
能
の
享
受
と
の
関
わ
り
合
い
は
深
い
。
慶
長
期
に
成
っ
た
金
春
流
の
型
付
と
し
て
著
名
な
も
の
に
、
下
間
少
進
仲
孝
の
『
童
舞
抄
（
２
）』（
慶
長
元
年
〔
一
五
九
六
〕
奥
書
）
と
金
春
安
照
型
付
（
慶
長
十
五
年
〔
一
六
一
〇
〕
奥
書
）
が
あ
る
。
下
間
少
進
（
天
文
二
十
年
〔
一
五
五
一
〕
―
元
和
二
年
〔
一
六
一
六
〕）
は
金
春
喜
勝
（
岌
蓮
）
に
師
事
し
た
本
願
寺
の
坊
官
。
金
春
安
照
（
天
文
十
八
年
〔
一
五
四
九
〕
―
元
和
七
年
〔
一
六
二
一
〕）
は
金
春
禅
竹
か
ら
数
95
え
て
六
代
目
の
大
夫
で
、
喜
勝
（
岌
蓮
）
の
二
男
で
あ
る
。
被
相
伝
者
に
注
目
し
て
両
型
付
を
見
て
み
る
と
、
奥
書
に
「
右
の
三
冊
は
、
あ
る
人
の
所
望
に
よ
り
て
、
大
網
を
書
顕
畢
。
惣
而
、
仕
舞
は
一
様
に
さ
だ
ま
ら
ぬ
事
な
れ
ど
も
、
偏
初
心
の
た
め
也
。
故
に
童
舞
抄
と
号
。
或
は
器
の
道
を
も
、
先
達
の
つ
た
へ
を
た
づ
ね
、
或
は
当
世
の
功
者
の
こ
と
葉
を
ひ
ろ
ひ
、
聊
私
に
あ
ら
ず
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
、
此
道
、
あ
ま
た
に
な
が
れ
も
て
ゆ
け
ば
、
是
を
し
ら
ざ
る
人
は
、
さ
だ
め
て
嘲
哢
あ
る
べ
き
歟
。
所
詮
可
レ
停
二
他
見
一
者
也
」
と
あ
る
『
童
舞
抄
』
は
、
全
七
十
曲
所
収
す
る
初
心
者
の
た
め
の
型
付
で
あ
る
。
大
名
衆
が
多
く
を
占
め
る
少
進
の
弟
子
達
の
入
門
の
際
に
、
こ
の
型
付
が
広
く
相
伝
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
少
進
に
宛
て
た
起
請
文
前
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
３
）。
一
方
、
金
春
安
照
型
付
（
４
）（
以
下
、
本
稿
で
は
『
中
村
本
安
照
型
付
』
と
称
す
る
）
は
、
豊
臣
秀
吉
の
仲
介
に
よ
っ
て
安
照
に
師
事
し
、
修
業
を
積
ん
だ
中
村
勝
三
郎
に
宛
て
た
も
の
（
奥
書
「
能
之
仕
舞
、
依
二
御
執
心
一
、
不
レ
残
相
伝
申
候
。
少
も
他
見
不
レ
可
レ
有
者
也
）
で
、
四
十
八
曲
を
所
収
す
る
。
型
付
の
ほ
か
に
能
伝
書
（
慶
長
十
一
年
奥
書
）・
装
束
付
（
慶
長
十
二
年
奥
書
）・
相
伝
状
（
慶
長
十
五
年
奥
書
）
が
一
群
の
書
物
と
し
て
あ
り
、
勝
三
郎
に
師
家
の
印
可
と
し
て
相
伝
さ
れ
た
も
の
で
こ
う
し
た
例
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
両
型
付
の
相
違
に
つ
い
て
は
小
田
幸
子
氏
（
５
）に
詳
し
く
、『
童
舞
抄
』
は
シ
テ
以
外
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
装
束
・
型
や
故
実
・
習
等
に
も
広
く
触
れ
、
あ
る
種
「
観
能
手
引
書
」
的
な
側
面
を
持
つ
型
付
で
あ
る
の
に
対
し
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
は
主
に
シ
テ
の
型
に
限
定
さ
れ
た
玄
人
の
実
用
的
な
型
付
で
あ
る
、
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
一
口
に
慶
長
期
に
成
っ
た
型
付
と
言
っ
て
も
、
筆
者
・
被
相
伝
者
に
よ
っ
て
編
集
方
針
・
記
述
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
本
稿
で
は
『
中
村
本
安
照
型
付
』
の
他
に
安
照
奥
書
を
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
藤
堂
喜
之
介
に
宛
て
た
型
付
（
以
下
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
と
称
す
る
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
（
６
）。
藤
堂
（
浅
井
）
喜
之
介
と
は
、
津
藩
初
代
藩
主
・
藤
堂
高
虎
の
小
姓
で
安
照
に
師
事
し
た
人
物
で
あ
る
。
安
照
奥
書
を
持
つ
の
だ
か
ら
『
中
村
本
安
照
型
付
』
と
同
内
容
と
の
大
方
の
予
想
を
裏
切
り
、
不
思
議
な
こ
と
に
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
は
下
間
少
進
の
『
童
舞
抄
』
と
深
く
関
連
す
る
内
容
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
シ
96
テ
の
型
だ
け
で
な
く
多
岐
に
わ
た
る
事
項
を
含
む
『
童
舞
抄
』
の
書
式
を
基
本
的
に
踏
襲
し
、
部
分
的
に
は
『
童
舞
抄
』
の
文
言
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
く
こ
と
す
ら
あ
る
、
そ
の
一
方
で
「
〜
ハ
悪
シ
」「
他
流
ニ
ハ
〜
、
此
方
ニ
ハ
不
用
」「
此
方
ニ
ハ
ナ
シ
」
と
し
て
『
童
舞
抄
』
の
仕
方
を
否
定
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
を
孕
ん
だ
記
述
が
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
が
、
シ
テ
の
型
を
専
ら
に
記
述
す
る
玄
人
の
実
用
的
型
付
で
あ
る
『
中
村
本
安
照
型
付
』
を
編
ん
だ
安
照
が
、
わ
ざ
わ
ざ
『
童
舞
抄
』
の
批
判
的
継
承
と
い
っ
た
体
裁
の
型
付
で
あ
る
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
を
編
む
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
に
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
編
者
と
し
て
浮
上
す
る
人
物
に
、
被
相
伝
者
た
る
藤
堂
（
浅
井
）
喜
之
介
が
い
る
。
本
稿
で
は
『
童
舞
抄
』『
中
村
本
安
照
型
付
』
と
照
ら
す
こ
と
で
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
特
徴
を
明
ら
か
し
、
編
者
・
喜
之
介
の
可
能
性
を
探
る
と
と
も
に
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
成
立
背
景
と
そ
の
価
値
を
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
一
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
特
徴
―〈
二
人
静
〉
を
例
に
―
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
は
五
種
の
伝
本
が
あ
る
（
詳
細
は
「
付
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
諸
本
略
解
題
」
と
【
所
収
曲
一
覧
】
を
参
照
）。
①
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
』
十
帖
・
百
番
②
伊
藤
長
八
氏
蔵
本
八
冊
・
七
十
六
番
③
金
春
宗
家
蔵
『
仕
形
附
金
春
流
』
三
冊
・
九
十
一
番
④
中
村
家
蔵
「
寛
文
六
年
筆
浅
井
喜
之
介
仕
舞
付
」
一
冊
・
十
三
番
⑤
般
若
窟
文
庫
蔵
「
延
宝
元
年
極
月
廿
一
日
忠
勝
筆
井
筒
仕
舞
付
」
一
冊
・
一
番
藤
堂
喜
之
介
宛
金
春
安
照
奥
書
を
有
す
る
の
は
①
・
②
で
、
①
は
花
押
も
臨
書
し
た
奥
書
で
あ
る
が
安
照
の
自
筆
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
転
写
本
で
あ
る
。
原
本
の
形
態
は
、
①
の
十
帖
百
番
揃
で
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
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『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
見
え
る
『
童
舞
抄
』
の
影
響
は
、
所
収
曲
か
ら
も
看
取
で
き
る
。『
童
舞
抄
』
所
収
の
七
十
曲
の
う
ち
〈
関
寺
小
町
〉
以
外
の
六
十
九
曲
を
含
み
、
ま
た
第
一
か
ら
第
三
冊
の
曲
順
に
そ
れ
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
冊
は
『
童
舞
抄
』
に
〈
放
生
川
〉
が
未
所
収
で
〈
鵜
羽
〉
と
〈
賀
茂
〉
の
順
序
が
逆
、
第
二
冊
は
『
童
舞
抄
』
に
〈
箙
・
経
盛
〉
が
未
所
収
、
第
三
冊
は
〈
井
幹
〉
と
〈
采
女
〉
の
間
に
『
童
舞
抄
』
で
は
〈
千
寿
〉
が
入
る
と
い
う
差
違
を
除
け
ば
、
そ
の
他
の
曲
順
は
合
致
す
る
。
本
稿
で
は
〈
二
人
静
〉
を
例
曲
と
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。〈
二
人
静
〉
は
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
六
月
二
日
、
江
戸
の
藤
堂
高
虎
邸
に
て
共
演
の
記
録
（『
能
之
留
帳
（
７
）』）
が
見
え
、
安
照
・
喜
之
介
師
弟
に
と
っ
て
縁
の
深
い
曲
で
あ
る
。
こ
の
催
し
に
は
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
渡
御
が
あ
り
、
高
虎
に
と
っ
て
は
金
春
大
夫
と
の
共
演
に
よ
っ
て
自
慢
の
小
姓
の
技
芸
を
臨
席
の
面
々
に
披
露
す
る
格
好
の
機
会
だ
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
の
宮
本
氏
稿
に
詳
し
い
（
８
）。
上
演
記
録
が
知
ら
れ
る
曲
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
有
益
な
情
報
が
型
付
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
に
基
づ
い
て
の
選
曲
で
あ
る
。
さ
て
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
り
、
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
『
童
舞
抄
』
と
の
関
連
だ
ろ
う
。『
童
舞
抄
』
の
何
を
踏
襲
し
て
、
何
を
否
定
す
る
の
か
、
ま
た
『
童
舞
抄
』
に
依
拠
し
な
い
要
素
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
に
拠
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
両
型
付
の
対
応
関
係
を
把
握
し
易
く
す
る
た
め
、
表
を
用
い
て
考
察
を
進
め
る
。
表
の
上
段
に
は
型
付
の
記
述
事
項
を
事
柄
ご
と
に
分
け
て
示
し
、
中
段
に
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』、
下
段
に
『
童
舞
抄
』
を
置
い
た
。【
表
１
】
に
示
し
た
の
は
、「
ワ
キ
・
ツ
レ
の
装
束
」
か
ら
「
後
シ
テ
の
登
場
」
ま
で
の
記
述
で
あ
る
。
表
の
凡
例
は
以
下
の
四
点
を
掲
げ
て
お
く
。
・『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
は
①
を
底
本
と
し
、
詞
章
の
引
用
は
「
」
で
括
り
、
句
読
点
を
付
し
た
。
・『
童
舞
抄
』
の
引
用
は
、
能
楽
資
料
集
成
１
『
下
間
少
進
集
Ⅰ
』
に
拠
っ
た
。
同
書
の
凡
例
の
通
り
、（
）
内
は
小
字
の
注
記
、
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〔〕
内
は
追
記
の
増
補
で
あ
る
。
・
両
型
付
に
共
通
す
る
記
述
内
容
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。
・
詞
章
の
対
応
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
、
共
通
す
る
詞
章
が
同
じ
行
に
な
る
よ
う
配
置
し
た
。
【
表
１
〈
二
人
静
〉
前
半
】
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
『
童
舞
抄
』
ワキ・
ツレの
装束
一
、
脇
。
大
臣
烏
帽
子
。
大
口
。
長
絹
之
上
ニ
腰
帯
を
す
る
。
亦
、
水
衣
に
て
も
扇
持
。
一
、
連
女
。
着
流
シ
。
扇
。
一
、
脇
。
大
臣
烏
帽
子
。
大
口
。
長
絹
の
う
へ
に
腰
帯
。
又
、
水
衣
（
但
色
、
黄
・
白
）。
扇
。
一
、
連
女
。
白
衣
。
扇
。〔
面
、
大
夫
の
に
似
た
る
可
レ
然
也
〕。
ツレの
登場・
シテの
呼掛
一
、
一
声
、
越
。
指
声
・
小
謡
、
常
之
所
に
て
。
小
謡
過
る
時
分
、
少
シ
左
へ
歩
ミ
よ
り
、
太
夫
出
「
な
ふ


」
と
云
、
其
時
、
連
、
太
夫
之
方
を
見
る
。
一
、
一
声
、
越
。
指
声
・
小
謡
う
た
ひ
は
つ
る
時
分
、
大
夫
、
は
し
が
ゝ
り
を
出
て
、「
な
ふ


菜
摘
人
に
申
べ
き
事
の
候
」
と
う
た
ひ
か
く
る
。
其
時
、
つ
れ
、
面
を
あ
は
す
。
シ
テ
の
装
束
一
、
太
夫
。
着
流
シ
。
小
面
。
一
、
大
夫
。
白
衣
。
扇
。
面
、
小
面
・
ふ
か
ひ
面
。
シテ
・
ツレ
の
問答
一
、
連
ハ
舞
台
、
太
夫
ハ
橋
懸
り
に
て
問
答
。
半
入
、
無
別
義
。
連
女
は
仕
手
柱
の
き
は
に
立
、
大
夫
は
橋
懸
に
て
問
答
。
半
入
、
別
な
る
事
な
し
。
文
言
を
よ
く
思
量
し
て
可
レ
有
二
余
情
一
。
ツレ・ワキの問答
一
、
太
夫
帰
る
を
能
連
見
て
、
偖
正
面
へ
面
を
直
シ
、
脇
の
方
へ
向
ひ
、
「
若
菜
を
摘
て
帰
り
て
候
」
と
云
々
蹉
フ
。
問
対
の
中
無
別
義
。
「
余
に
誠
し
か
ら
す
候
へ
」
と
謡
。「
何
」
と
云
所
習
有
、
口
伝
。
面
・
心
持
、
是
よ
り
習
有
事
也
。
脇
へ
此
謡
の
内
、
応
答
は
ぬ
物
也
。
「
荒
恨
め
し
の
疑
や
」
と
泣
。
「
跡
訪
ひ
て
給
候
ハ
ヽ
、
我
名
は
申
へ
し
判
官
殿
の
御
内
之
者
候
よ
」、
謡
・
面
、
口
伝
有
。
問
対
之
中
、
無
別
儀
。
「
誠
ハ
我
ハ
女
な
る
か
」
と
云
所
よ
り
、
亦
位
替
有
。
大
夫
、
幕
屋
へ
帰
る
を
、
つ
れ
女
、
不
審
な
る
や
う
に
暫
見
を
く
り
、
其
後
脇
の
か
た
へ
す
こ
し
す
ゝ
み
、
「
若
菜
を
つ
み
只
今
か
へ
り
候
」
と
云
て
つ
く
ば
ふ
。
「
あ
ら
う
ら
め
し
の
疑
ひ
や
な
」
と
云
時
泣
。
問
対
の
中
、
こ
と
な
る
事
な
し
。
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は
じ
め
に
記
述
事
項
を
見
比
べ
て
見
る
と
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
が
『
童
舞
抄
』
に
あ
る
事
項
を
ど
れ
一
つ
と
し
て
落
と
す
こ
と
な
く
記
し
て
い
る
と
分
か
る
。
詞
章
の
引
用
箇
所
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、「
ツ
レ
・
ワ
キ
の
問
答
」
に
お
い
て
『
童
舞
抄
』
で
は
引
か
な
い
「
余
に
…
」「
何
」「
跡
訪
ひ
て
…
」「
誠
ハ
…
」
の
詞
章
を
引
き
、
謡
の
位
・
面
扱
い
・
心
持
に
つ
い
て
の
習
や
口
伝
を
言
う
点
で
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
ほ
う
が
若
干
詳
細
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
所
作
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
言
い
回
し
が
異
な
る
も
の
の
、
示
す
内
容
は
同
じ
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
○
ツ
レ
の
物
着
「
恥
ず
か
し
や
昔
忘
れ
ぬ
」
の
謡
い
出
し
の
位
置
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
物
ヲ
着
て
大
鼓
打
の
前
へ
出
、「
恥
ず
か
し
や
昔
忘
れ
ぬ
」
と
謡
ふ
な
り
。
『
童
舞
抄
』
「
は
づ
か
し
や
昔
わ
す
れ
ぬ
こ
ゝ
ろ
と
て
」
と
謡
事
、
大
鼓
う
ち
の
ま
へ
ほ
ど
可
レ
然
也
。
○
後
シ
テ
の
登
場
「
既
に
討
手
む
か
ふ
と
聞
え
し
」
の
所
作
ツレの物着
一
、
舞
の
衣
装
。
長
絹
。
大
口
。
烏
帽
子
。
脇
之
方
へ
居
座
よ
り
や
る
。
「
是
を
き
て
と
く


舞
候
へ
」
と
云
時
、
長
絹
と
烏
帽
子
斗
を
渡
し
て
吉
。
脇
寄
て
渡
す
也
。
そ
れ
ヲ
取
、
後
座
へ
行
て
着
ル
也
。
物
ヲ
着
て
大
鼓
打
の
前
へ
出
、「
恥
か
し
や
昔
忘
れ
ぬ
」
と
謡
ふ
な
り
。
「
げ
に
も
是
に
舞
の
衣
装
あ
り
」
と
い
ふ
時
、
そ
ば
よ
り
長
絹
・
大
口
・
烏
帽
子
、
脇
へ
出
す
。
又
、
大
口
の
う
へ
小
袖
を
つ
ぼ
お
り
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。
大
夫
と
つ
れ
、
お
な
じ
出
立
也
。
「
是
を
き
て
と
く


舞
候
へ
」
と
云
時
、
脇
の
そ
ば
へ
ゆ
き
、
衣
装
を
と
り
て
、
う
し
ろ
座
へ
行
、
着
る
也
。（
ツ
レ
女
ノ
事
也
）。
「
は
づ
か
し
や
昔
わ
す
れ
ぬ
こ
ゝ
ろ
と
て
」
と
謡
事
、
大
鼓
う
ち
の
ま
へ
ほ
ど
可
レ
然
也
。
後シテの登場
一
、「
今
三
吉
野
の
河
の
名
の
」
と
云
時
、
幕
を
あ
げ
て
そ
ろ


ト
歩
み
出
、
「
菜
摘
の
女
と
御
覧
せ
よ
」
と
太
夫
謡
出
す
な
り
。
爰
の
謡
出
シ
様
、
位
習
有
事
也
。
口
伝
。
出
立
、
連
と
同
。
「
香
も
な
つ
か
し
き
袂
か
な
」
と
謡
は
つ
る
時
分
仕
手
柱
之
本
へ
出
て
、
連
と
立
向
ひ
、
面
ヲ
合
シ
、
「
扨
も
判
官
は
」
と
二
人
謡
ふ
。
「
既
に
討
手
む
か
ふ
と
聞
へ
し
」
と
正
面
へ
二
人
な
か
ら
面
を
な
を
す
。
「
科
な
か
り
し
も
」
と
亦
面
を
合
せ
、「
身
を
恨
む
る
」
と
泣
。
一
、「
科
な
か
し
り
も
」
と
云
所
、
大
鼓
ニ
習
之
頭
有
。
謡
習
有
、
口
伝
。
「
今
み
よ
し
野
の
川
の
名
の
」
と
云
時
、
幕
を
あ
げ
て
、
大
夫
、「
な
つ
み
の
女
と
お
も
ふ
な
よ
」
と
う
た
ひ
出
す
。
「
か
も
な
つ
か
し
き
袂
か
な
」
と
謡
は
つ
る
時
、
仕
手
柱
の
本
へ
出
て
、
つ
れ
と
立
向
ふ
。
「
さ
て
も
判
官
は
」
と
二
人
う
た
ふ
。
「
既
討
手
む
か
ふ
と
聞
え
し
か
ば
」
と
云
時
、
大
夫
も
、
つ
れ
も
正
面
へ
な
を
す
。
「
科
な
か
り
し
も
」
と
云
時
、
又
面
を
合
す
る
。「
身
を
恨
る
ば
か
り
な
り
」
と
い
ふ
と
き
泣
。
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『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
正
面
へ
二
人
な
が
ら
面
を
な
を
す
。
『
童
舞
抄
』
大
夫
も
、
つ
れ
も
正
面
へ
な
を
す
。
の
事
例
を
見
る
と
、
両
型
付
の
近
似
は
、
所
作
が
同
一
で
あ
る
た
め
類
似
し
た
表
現
に
な
っ
た
と
見
る
よ
り
む
し
ろ
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
が
『
童
舞
抄
』
を
参
照
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
、
同
文
に
な
ら
な
い
よ
う
に
あ
え
て
言
い
回
し
を
変
え
て
い
る
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
少
進
独
特
の
用
字
と
言
え
る
、
中
入
を
「
半
入
」、
問
答
を
「
問
対
」
と
当
て
る
点
も
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
は
踏
襲
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
が
『
童
舞
抄
』
の
書
式
を
参
照
し
て
、
そ
れ
に
則
っ
た
記
述
で
あ
る
こ
と
は
確
実
視
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
編
者
は
言
い
回
し
を
変
化
さ
せ
、
所
作
が
足
り
な
い
と
思
う
部
分
を
補
っ
て
い
る
。
次
に
、
両
型
付
の
異
な
る
点
と
し
て
、
出
立
に
関
す
る
事
項
が
挙
げ
ら
れ
る
。
用
語
の
意
味
の
差
異
は
、
ツ
レ
の
出
立
の
「
着
流
シ
」
（『
藤
堂
本
安
照
型
付
』）
と
「
白
衣
」（『
童
舞
抄
』）
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
袴
を
つ
け
な
い
姿
を
指
す
こ
と
は
同
意
で
は
あ
る
が
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
お
い
て
、
男
性
の
役
の
場
合
に
は
「
白
衣
」、
女
性
の
役
の
場
合
に
は
「
着
流
シ
」
と
語
句
を
使
い
分
け
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。『
童
舞
抄
』
は
「
着
流
シ
」
の
語
を
用
い
な
い
。
ま
た
、
後
シ
テ
の
装
束
を
長
絹
と
し
な
い
場
合
に
、『
童
舞
抄
』
に
は
小
袖
壷
折
の
記
載
が
あ
る
の
に
対
し
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
は
な
い
点
に
つ
い
て
は
、『
中
村
本
安
照
装
束
付
（
一
二
二
番
本
）』
を
参
照
す
る
と
『
童
舞
抄
』
と
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
小
袖
壷
折
が
少
進
の
工
夫
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
単
に
こ
れ
は
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
記
載
漏
れ
の
よ
う
で
あ
る
。
よ
り
大
き
な
差
異
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
に
、
面
の
選
択
が
あ
る
。
前
シ
テ
の
面
を
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
は
小
面
、『
童
舞
抄
』
は
小
面
と
深
井
の
両
様
を
記
す
。
深
井
の
使
用
は
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
で
は
〈
松
風
〉
に
他
流
の
例
と
し
て
「
観
世
に
は
、
ふ
か
い
」
と
見
え
る
の
み
で
、
こ
れ
は
少
進
に
見
ら
れ
る
観
世
流
の
影
響
を
示
す
点
で
あ
る
（
９
）。『
中
村
本
安
照
装
束
付
』
の
〈
二
人
静
〉
を
確
認
す
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る
と
一
一
〇
番
本
は
前
シ
テ
記
載
な
し
、
後
シ
テ
「
小
面
」、
一
二
二
番
本
は
前
シ
テ
「
尺
見
。
小
面
も
よ
し
（
口
伝
）」、
後
シ
テ
「
小
面
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
女
面
の
選
択
は
、
少
進
と
安
照
と
で
異
な
る
主
張
が
見
え
る
部
分
で
あ
る
。
少
進
は
尺
見
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
安
照
が
深
井
を
用
い
る
こ
と
は
『
中
村
本
安
照
装
束
付
（
一
一
〇
・
一
二
二
番
本
）』
に
見
え
る
範
囲
で
は
な
い
。
続
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
当
該
箇
所
を
『
中
村
本
安
照
型
付
』
が
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
一
、「
な
つ
ミ
の
女
（
ト
）
お
も
ふ
な
よ
、
川
よ
ど
近
き
山
陰
の
、
か
も
な
つ
か
し
き
た
も
と
か
な
」、
此
諷
ゆ
い


、
は
し
が
ゝ
り
を
あ
よ
ぶ
。
つ
れ
の
右
の
か
た
に
、
う
た
ひ
は
つ
る
時
、
右
な
を
る
様
に
出
る
也
。
一
、「
偖
も
は
う
ぐ
わ
ん
は
け
う
と
に
順
ぜ
ら
れ
」、
つ
れ
と
向
や
う
て
云
。「
と
が
な
か
り
し
も
」
ま
で
。
以
上
の
一
つ
書
き
二
条
分
が
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
の
曲
舞
以
前
の
す
べ
て
の
記
述
で
あ
る
。
先
に
見
た
小
田
氏
の
御
指
摘
に
あ
っ
た
よ
う
に
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
は
シ
テ
の
所
作
を
専
ら
に
記
す
方
針
で
あ
り
、
か
つ
、
装
束
付
は
別
立
て
、
口
伝
・
秘
伝
・
習
は
能
伝
書
に
ま
と
め
る
と
い
う
書
物
の
構
成
で
あ
る
た
め
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
や
『
童
舞
抄
』
と
比
べ
る
と
極
め
て
簡
略
な
記
述
と
な
る
の
で
あ
る
。【
表
１
】
に
対
応
さ
せ
て
言
え
ば
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
に
記
述
が
あ
る
の
は
「
後
シ
テ
の
登
場
」
か
ら
で
あ
り
、
前
場
は
省
略
し
て
い
る
。
前
シ
テ
の
登
場
場
面
は
短
く
、
か
つ
﹇
問
答
﹈
中
心
で
あ
り
書
き
留
め
て
お
く
べ
き
特
別
な
所
作
も
な
く
、
シ
テ
が
中
入
し
た
後
の
ツ
レ
と
ワ
キ
の
﹇
問
答
﹈
に
つ
い
て
は
記
す
必
要
が
な
い
と
の
判
断
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
改
め
て
ま
と
め
る
ま
で
も
な
い
が
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
が
型
付
の
書
式
の
面
に
お
い
て
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
で
は
な
く
、『
童
舞
抄
』
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
だ
け
差
の
あ
る
記
述
内
容
を
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
と
『
中
村
本
安
照
型
付
』
と
が
持
つ
と
い
う
事
実
が
、
両
型
付
を
安
照
編
と
考
え
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
お
い
て
、
後
シ
テ
（
静
御
前
の
霊
）
の
﹇
一
セ
イ
﹈
の
謡
い
出
し
を
「
菜
摘
の
女
と
御
覧
せ
よ
」
す
る
の
は
誤
り
で
「
菜
摘
の
女
と
お
も
ふ
な
よ
」
が
正
し
い
。
こ
の
場
面
は
、
静
御
前
の
霊
が
「
た
だ
の
菜
摘
女
と
思
い
な
さ
る
な
」
と
ワ
キ
（
勝
手
神
社
の
社
人
）
に
向
か
っ
て
告
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
た
だ
の
菜
摘
女
と
見
ら
れ
て
は
困
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
詞
章
の
間
違
い
も
、
玄
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
型
付
ら
し
か
ら
ぬ
要
素
を
窺
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
続
い
て
、【
表
２
】
は
曲
舞
の
本
意
と
習
に
つ
い
て
の
記
述
を
掲
出
し
た
。
こ
こ
で
も
【
表
１
】
同
様
に
取
り
上
げ
る
事
柄
が
重
な
っ
て
お
り
、
記
述
の
書
式
は
や
は
り
『
童
舞
抄
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
先
ほ
ど
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、『
童
舞
抄
』
を
否
定
す
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
曲
舞
の
シ
テ
と
ツ
レ
の
所
作
に
つ
い
て
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
は
シ
テ
と
ツ
レ
が
寸
分
違
わ
ず
舞
う
の
が
よ
い
と
す
る
の
に
対
し
て
、
『
童
舞
抄
』
は
全
く
同
じ
な
の
は
悪
く
、
か
と
い
っ
て
別
す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
と
、
つ
か
ず
離
れ
ず
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
あ
く
ま
で
シ
テ
が
主
で
あ
り
、
ツ
レ
は
控
え
め
に
舞
う
こ
と
が
本
来
な
の
だ
と
言
う
。『
童
舞
抄
』
に
相
反
す
る
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
説
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
。『
中
村
本
安
照
能
伝
書
〔
丙
本
・
１１１
イ
（
１０
）〕』
を
見
て
み
よ
う
。
【
表
２
曲
舞
】
＊
考
察
の
便
宜
上
、
一
つ
書
き
の
順
を
入
れ
替
え
た
部
分
が
【
表
２
・
４
】
に
は
あ
る
。《
通
番
号
》
は
、
原
本
の
一
つ
書
き
の
並
び
順
を
示
す
。
藤
堂
本
安
照
型
付
『
童
舞
抄
』
曲舞
一
、
此
能
曲
舞
之
中
、
能
太
夫
ト
太
夫
と
立
合
テ
之
仕
様
、
只
之
連
と
の
仕
様
、
心
持
・
習
有
事
也
。
太
夫
ト
連
と
少
も
替
り
た
る
悪
シ
。
同
し
様
に
廻
り
仕
舞
似
せ
た
る
か
よ
し
。
所
に
依
て
、
心
持
之
替
有
事
有
、
口
伝
。《
６
》
一
、
曲
舞
之
中
、
太
夫
と
連
と
踏
と
む
る
所
な
ら
ひ
有
、
口
伝
。《
７
》
「
さ
る
ほ
ど
に
次
第


に
」
と
云
時
、
正
面
へ
お
も
て
を
な
を
す
。
一
、
曲
舞
の
う
ち
大
夫
と
つ
れ
と
同
じ
様
な
る
は
わ
ろ
し
。
又
あ
ま
り
別
な
る
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
大
夫
の
仕
舞
を
本
と
し
て
、
つ
れ
は
か
ろ


と
手
の
な
き
や
う
に
舞
事
、
本
也
。《
１
》
一
、
此
曲
舞
の
う
ち
に
、
大
夫
と
つ
れ
と
心
を
同
じ
く
す
る
事
、
一
所
あ
り
。
此
曲
舞
の
習
ひ
也
。《
２
》
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一
、
二
人
静
の
事
。
初
ハ
面
、
尺
見
。
後
ハ
小
面
也
。
但
、
前
後
小
面
に
て
も
仕
事
な
り
。
つ
れ
ハ
常
の
若
き
女
な
り
。
是
も
小
面
に
て
も
よ
し
。
口
伝
有
レ
之
。
つ
れ
と
仕
手
ハ
か
げ
か
た
ち
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
し
や
う
ぞ
く
い
づ
れ
も
相
違
無
レ
之
、
お
な
じ
ご
と
く
に
仕
事
也
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
仕
舞
、
左
右
の
ま
ハ
り
・
扇
の
さ
し
引
・
足
拍
子
に
至
る
ま
で
も
、
少
も
相
違
無
レ
之
が
、
二
人
静
の
本
意
也
。
然
共
、
他
り
う
と
立
合
に
大
仁
被
二
仰
付
一
候
時
ハ
、
事
仕
舞
、
万
事
、
し
や
う
ぞ
く
に
至
る
ま
で
も
、
其
り
う


、
我
お
ぼ
え
の
ご
と
く
仕
に
よ
つ
て
、
何
れ
も
み
な
各
別
也
。
是
ハ
貴
人
あ
る
ひ
ハ
時
の
儀
に
随
而
の
事
な
れ
ば
、
二
人
静
と
云
本
意
に
か
ま
ひ
な
く
仕
ほ
ど
に
、
略
儀
也
。
然
に
よ
つ
て
、
相
弟
子
か
弟
子
か
、
如
何
様
其
手
筋
の
仕
手
と
よ
く
云
合
て
、
二
人
の
仕
手
が
一
人
の
仕
手
の
様
に
相
違
無
レ
之
を
、
二
人
静
と
云
た
る
事
な
り
。
是
に
よ
つ
て
、
心
ハ
た
ら
ず
し
て
、
事
仕
舞
を
本
意
に
仕
こ
と
也
。
曲
舞
、
五
段
の
内
、
き
り
ま
で
も
、
仕
舞
を
第
一
に
、
面
白
様
に
仕
る
ハ
、
此
能
一
番
也
。
ツ
レ
と
シ
テ
が
「
か
げ
か
た
ち
の
ご
と
く
」
ま
た
「
二
人
の
仕
手
が
一
人
の
仕
手
の
様
に
相
違
無
レ
之
」
と
あ
る
。
寸
分
違
わ
ず
舞
う
こ
と
を
良
し
と
す
る
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
主
張
が
、『
中
村
本
安
照
能
伝
書
』
に
お
い
て
よ
り
詳
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
抑
え
て
お
き
た
い
。
『
童
舞
抄
』
は
前
掲
【
表
２
】
に
挙
げ
た
曲
舞
の
舞
い
方
の
指
針
が
主
で
、
具
体
的
に
ど
の
詞
章
で
ど
の
よ
う
な
型
を
す
る
か
の
詳
細
に
つ
い
て
は
﹇
ク
セ
﹈
の
初
句
し
か
記
載
が
な
い
（
１１
）。
し
か
し
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
は
曲
舞
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
【
表
３
】
で
は
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
と
の
比
較
を
行
う
。
上
段
の
詞
章
は
『
金
春
流
謡
曲
百
番
集
（
１２
）』
に
拠
っ
た
。
【
表
２
】
に
お
い
て
、
安
照
の
〈
二
人
静
〉
の
曲
舞
の
本
意
は
、
シ
テ
・
ツ
レ
両
者
の
所
作
が
一
糸
乱
れ
ぬ
こ
と
を
良
し
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
以
下
の
比
較
も
、
両
型
付
が
記
す
所
作
は
基
本
的
に
同
じ
所
作
で
あ
る
と
見
て
考
察
を
進
め
る
。
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【
表
３
曲
舞
比
較
】
詞
章
藤
堂
本
安
照
型
付
中
村
本
安
照
型
付
（
地
謡
）
さ
る
ほ
ど
に
、
「
去
程
に
」
と
正
面
へ
む
き


一
、「
去
程
に
、
次
第


に
み
ち
狭
き
、
御
身
と
成
て
此
山
に
、
分
い

り
給
ふ
比
は
は
る
」。
次
第
次
第
に
道
せ
ま
き
、
お
ん
身
と
な
り
て
こ
の
山
に
、
「
次
第


に
道
せ
は
き
」
と
右
に
て
程
を
と
る
。
分
け
入
り
た
も
う
頃
は
春
、
「
比
は
春
」
と
左
に
て
程
を
取
、
所
は
三
吉
野
の
、
「
所
は
三
吉
野
」
と
右
に
て
程

一
、「
所
ハ
み
よ
し
野
の
、
花
に
宿
か
る
下
ぶ
し
も
、
の
ど
か
な
ら
ざ
る
」
よ
り
、
そ
ゝ
と
拍
子
に
か
ゝ
り
、
は
た
ら
き
。
花
に
宿
か
る
下
伏
も
、
「
花
に
宿
か
る
」
と
拍
子
に
て
身
ヲ
陰
ニ
直
シ
の
ど
か
な
ら
ざ
る
夜
嵐
に
、
「
長
閑
な
ら
さ
る
夜
嵐
」
と
居
直
り
、
寝
も
せ
ぬ
夢
と
花
も
散
る
。
「
寝
も
せ
ぬ
夢
と
花
も
散
」
と
面
有
。
不
打
切
ニ
一
拍
子
。
「
ね
も
せ
ぬ
夢
と
花
も
ち
る
」、
仕
留
る
。
ま
こ
と
に
一
栄
一
落
、
ま
の
あ
た
り
な
る
浮
世
と
て
、
一
、「
寔
に
一
栄
一
ら
く
」、
左
へ
ま
ハ
り
て
し
と
む
る
。
ま
た
こ
の
山
を
落
ち
て
ゆ
く
「
ま
た
此
山
を
落
て
行
」
と
不
留
ニ
身
を
直
ス
計
也
。
（
シ
テ
／
ツ
レ
）
む
か
し
清
見
原
の
天
皇
、
「
昔
清
見
原
の
天
皇
」
如
常
之
。
正
面
ニ
向
ひ
、
上
羽
之
扇
に
て
謡
ふ
。
（
地
謡
）
大
友
の
皇
子
に
襲
わ
れ
て
、
か
の
山
に
踏
み
迷
い
、
雪
の
木
陰
を
、
頼
み
た
ま
い
け
る
、
左
右
に
て
正
面
へ
出
る
。
一
、「
か
の
山
に
ふ
ミ
迷
ひ
」、
左
右
ま
ふ
。
桜
木
の
宮
、
「
桜
木
の
宮
神
の
宮
瀧
西
河
之
瀧
」
見
様
共
有
。
一
、「
桜
木
の
ミ
や
」、
あ
ふ
ぎ
に
て
右
の
方
さ
し
、
神
の
宮
滝
、
「
神
の
宮
瀧
」
と
ハ
右
之
方
、
目
付
柱
之
角
か
け
て
右
よ
り
ニ
さ
し
「
神
の
ミ
や
だ
き
」、
ぶ
た
ひ
の
さ
き
へ
行
、
き
う
に
下
を
み
る
。
西
河
の
滝
、
「
西
河
」
と
常
の
面
少
陰
ニ
ナ
シ
見
る
ヘ
シ
。
一
、「
に
し
か
う
の
た
き
」
と
、
か
ほ
を
も
ち
あ
げ
、
三
間
め
さ
き
を
、
右
の
す
み
か
け
て
み
て
よ
し
。
わ
れ
こ
そ
落
ち
ゆ
け
、
落
ち
て
も
波
は
返
る
な
り
。
「
わ
れ
社
落
行
落
て
も
波
は
帰
る
也
」
と
正
面
に
て
下
ヲ
見
て
面
有
。
そ
れ
よ
り
右
へ
廻
る
。
一
、「
わ
れ
こ
そ
落
行
、
を
ち
て
も
浪
ハ
か
へ
る
な
り
」、
右
へ
ま
ハ
り
て
、
右
の
方
を
横
に
扇
に
て
さ
す
。
さ
る
に
て
も
三
吉
野
の
、
頼
む
木
陰
の
花
の
雪
、
一
、「
さ
る
に
て
も
み
よ
し
の
ゝ
、
頼
木
陰
の
花
の
ゆ
き
」、
さ
き
へ
出
て
、
た
か
く
み
る
。
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雨
も
た
ま
ら
ぬ
奥
山
の
、
音
騒
が
し
き
春
の
夜
の
、
「
雨
も
た
ま
ら
ぬ
奥
山
の
音
さ
ハ
か
し
き
」
と
云
所
、
拍
子
有
。
一
、「
あ
め
も
た
ま
ら
ぬ
お
く
山
の
」、
左
へ
ま
ハ
る
。
月
は
お
ぼ
ろ
に
て
、
な
お
足
引
き
の
山
深
み
、
分
け
迷
い
ゆ
く
有
様
は
。
「
月
は
朧
に
て
猶
足
引
」
と
見
様
有
。
一
、「
月
ハ
お
ぼ
ろ
に
て
」、
東
か
南
歟
を
心
が
け
て
、
ゆ
る


と
み
て
よ
し
。
「
な
を
あ
し
び
き
の
山
ふ
か
ミ
、
分
ま
よ
ひ
行
有
様
ハ
」、
さ
き
へ
出
て
、
し
と
む
る
。
（
シ
テ
／
ツ
レ
）
も
ろ
こ
し
の
、
祚
国
は
花
に
身
を
捨
て
、
此
上
羽
よ
り
位
替
る
。
「
唐
の
作
椢
ハ
」
と
上
羽
の
扇
に
て
前
之
上
羽
の
如
シ
（
地
謡
）
遊
子
残
月
に
行
き
し
も
、
「
遊
子
残
月
」
と
左
右
に
て
一
、「
い
う
し
ざ
ん
げ
つ
に
ゆ
き
し
も
」、
左
右
ま
ふ
。
今
身
の
上
に
白
雪
の
、
「
身
の
上
ニ
白
雪
の
」
と
拍
子
花
を
踏
ん
で
は
、
同
じ
く
惜
し
む
少
年
の
、
春
の
夜
も
静
な
ら
で
、
騒
が
し
き
三
吉
野
の
、
「
花
ヲ
踏
て
ハ
」
と
反
返
り
面
を
残
し
キ
ル
。
左
へ
小
さ
う
廻
り
、
亦
右
へ
小
さ
う
廻
り


一
、「
花
を
ふ
ん
で
ハ
、
お
な
じ
く
惜
し
む
」、
さ
き
へ
出
て
足
拍
子
二
ツ
、
左
よ
り
。
右
を
さ
き
へ
ふ
ミ
出
し
て
、
右
へ
引
、
同
、
右
へ
ま
ハ
る
。
山
風
に
散
る
花
ま
で
も
、
（
マ
マ
）
さ
し
返
す
扇
に
て
「
嵐
に
散
花
迄
」
と
心
ヲ
付
面
有
。
左
へ
小
廻
り
一
、「
山
風
に
ち
る
花
ま
で
も
」、
あ
ふ
ぎ
た
か


と
右
へ
さ
し
て
、
左
へ
か
ざ
し
て
ま
ハ
る
。
追
手
の
声
や
ら
ん
と
、
跡
を
の
み
三
吉
野
の
、
奥
深
く
急
ぐ
山
路
か
な
。
「
追
手
の
声
や
ら
ん
と
跡
を
の
ミ
」
と
云
所
、
橋
懸
之
方
ヲ
見
返
て
二
人
な
か
ら
踏
留
テ
見
る
。
其
儘
正
面
へ
身
ヲ
直
ス
。
一
、「
を
い
て
の
声
や
ら
ん
と
」、
さ
き
へ
出
る
。
一
、「
あ
と
を
の
ミ
み
よ
し
の
ゝ
」、
右
へ
ふ
り
か
へ
り
、
あ
ふ
ぎ
を
さ
し
て
見
、
し
と
む
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
憂
か
り
し
は
、
頼
朝
に
召
し
い
だ
さ
れ
、
静
は
舞
の
上
手
な
り
、
一
、「
そ
れ
の
ミ
な
ら
ず
う
か
り
し
ハ
」、
右
へ
ま
ハ
る
（
也
）。
と
く
と
く
と
あ
り
し
か
ば
、
心
も
と
け
ぬ
舞
の
袖
、
返
す
返
す
も
怨
め
し
く
、
「
と
く


と
有
し
か
は
心
も
と
け
ぬ
」
ト
云
時
、
静
に
右
へ
廻
り
む
か
し
恋
し
き
、
時
の
和
歌
「
昔
恋
し
き
時
の
和
歌
」
と
居
直
り
し
ず
や
し
ず
「
し
つ
や
し
つ
」
と
序
の
所
に
す
ハ
る
。
ま
ひ
あ
り
。
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例
え
ば
、
書
名
を
伏
せ
ら
れ
て
こ
の
両
型
付
を
見
た
場
合
、
同
種
の
型
付
、
ま
た
は
同
一
人
物
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
型
付
と
、
は
た
し
て
判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
詞
章
の
引
用
箇
所
は
大
差
な
い
が
、
書
き
留
め
る
主
要
な
所
作
の
選
択
基
準
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
同
種
の
型
付
と
は
判
断
し
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
は
引
用
し
た
詞
章
の
部
分
で
す
べ
き
身
構
え
や
面
扱
い
を
中
心
に
、
言
わ
ば
「
点
」
で
示
す
の
に
対
し
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
は
所
作
の
流
れ
を
つ
か
み
「
線
」
で
示
す
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
「
桜
木
の
宮
、
神
の
宮
滝
、
西
河
の
滝
」
を
例
に
見
る
と
、
当
該
箇
所
で
肝
と
な
る
の
は
波
線
部
の
所
作
で
、「
目
付
柱
と
笛
柱
の
対
角
線
上
、
右
寄
り
を
指
ス
（
見
ル
）」
で
あ
る
（
１３
）。
タ
イ
ミ
ン
グ
は
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
が
「
神
の
宮
滝
」、『
中
村
本
安
照
型
付
』
が
「
西
河
の
滝
」
と
若
干
ず
れ
て
い
る
。
『
中
村
本
安
照
型
付
』
は
、「
桜
木
の
宮
」
で
右
を
指
シ
、「
神
の
宮
滝
」
で
角
の
ほ
う
へ
詰
め
て
急
に
下
を
見
て
、「
西
河
の
滝
」
で
視
線
を
上
げ
、
三
間
目
（
お
よ
そ
五
メ
ー
ト
ル
）
先
を
右
対
角
に
見
る
と
し
、
視
線
と
舞
台
上
の
位
置
取
り
が
つ
な
が
り
を
も
っ
て
把
握
で
き
る
。
桜
木
の
宮
で
、
ま
ず
宮
滝
を
近
く
に
見
て
、
そ
れ
か
ら
西
河
の
滝
を
遠
く
眺
め
や
る
と
い
う
、
二
つ
の
滝
の
距
離
感
を
視
線
で
表
現
す
る
型
所
で
あ
る
。
一
方
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
記
述
で
は
、「
神
の
宮
滝
」
で
右
対
角
に
見
て
、「
西
河
」
で
常
の
構
え
の
面
よ
り
や
や
曇
ら
せ
る
と
あ
り
、「
わ
れ
こ
そ
…
」
で
正
面
に
身
を
直
し
て
下
を
見
る
と
、
見
る
方
向
・
角
度
・
向
き
直
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
る
が
連
続
性
に
乏
し
い
。『
中
村
本
安
照
型
付
』
と
異
な
る
型
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
が
、
同
じ
所
作
の
は
ず
で
あ
る
の
で
『
中
村
本
安
照
型
付
』
に
則
し
て
解
釈
を
加
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。「
神
の
宮
滝
」
で
下
を
見
て
い
る
と
考
え
て
、「
西
河
の
滝
」
で
下
を
見
て
い
た
視
線
を
上
げ
る
角
度
が
、
常
の
構
え
の
面
よ
り
や
や
曇
ら
せ
た
位
置
と
な
る
。
そ
し
て
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
に
は
記
述
が
な
い
が
、
正
面
へ
身
を
直
し
て
、
再
び
下
を
見
て
（「
落
行
、
落
て
も
波
は
」
で
滝
壺
の
波
紋
を
見
る
意
だ
ろ
う
）、
右
へ
廻
る
。『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
ほ
う
が
、
所
作
の
捉
え
方
・
記
述
の
仕
方
が
拙
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、
身
の
構
え
や
面
の
扱
い
を
重
要
視
す
る
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
そ
れ
を
陰
陽
を
用
い
て
表
現
す
る
点
で
あ
る
。【
表
３
】
で
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、〈
二
人
静
〉
で
は
「『
花
に
宿
か
る
』
と
拍
子
に
て
身
ヲ
陰
に
直
し
」
や
「『
西
河
』
と
常
の
面
少
陰
に
ナ
シ
み
る
ヘ
シ
」
の
二
例
で
あ
る
が
、
こ
の
術
語
は
他
の
所
収
曲
に
お
い
て
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、〈
松
風
〉「
面
ヲ
陰
ニ
直
シ
」、〈
芭
蕉
〉「
陰
の
面
」、〈
烏
頭
〉「
面
ヲ
陽
ニ
直
シ
」、〈
源
氏
供
養
〉「
身
ヲ
陽
に
直
シ
」、〈
蘆
苅
〉「
陰
ノ
身
ニ
踏
込
、
陽
ノ
身
ニ
面
返
シ
テ
」
等
で
あ
る
。『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
こ
う
し
た
表
現
は
お
そ
ら
く
「
一
、
能
に
も
謡
に
も
、
陰
・
陽
・
中
道
、
く
つ
か
ぶ
り
を
専
と
す
べ
き
事
、
専
要
也
」
な
ど
『
中
村
本
安
照
能
伝
書
（
甲
本
・
１０４
（
１４
））』
の
中
で
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
陰
陽
五
行
説
の
反
映
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
に
お
い
て
は
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
よ
う
な
陰
陽
を
用
い
た
所
作
の
表
現
は
み
ら
れ
ず
、
「『
に
し
か
う
の
た
き
』
と
、
か
ほ
を
も
ち
あ
げ
」
の
よ
う
に
直
接
的
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
童
舞
抄
』
を
も
参
照
す
れ
ば
、
陰
陽
に
関
す
る
言
及
箇
所
は
〈
相
生
〉
に
見
え
る
陰
陽
和
合
説
と
〈
井
幹
〉
の
「
陰
陽
の
見
様
」
の
二
箇
所
の
み
で
、
特
定
の
曲
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
に
該
当
す
る
所
作
と
し
て
敷
衍
し
て
用
い
る
の
は
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
独
自
の
表
現
と
言
え
る
。
以
上
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
と
『
中
村
本
安
照
型
付
』
の
曲
舞
の
比
較
を
行
っ
た
が
、
所
作
を
記
述
す
る
際
に
重
き
を
置
く
ポ
イ
ン
ト
や
所
作
を
表
す
用
語
に
、
両
型
付
の
差
異
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
両
型
付
を
安
照
編
と
見
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
型
付
比
較
の
最
後
に
【
表
４
】
と
し
て
、
序
ノ
舞
か
ら
終
曲
ま
で
の
記
述
を
掲
出
し
た
。
当
該
箇
所
は
ふ
た
た
び
『
童
舞
抄
』
と
の
距
離
が
近
い
記
述
に
戻
る
。
や
は
り
取
り
上
げ
る
事
柄
は
、
ほ
ぼ
一
致
を
見
せ
、
序
ノ
舞
と
中
ノ
リ
地
の
記
述
が
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
ほ
う
が
詳
し
い
。
注
目
す
べ
き
差
異
と
し
て
は
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
で
は
﹇
ワ
カ
﹈「
昔
を
今
に
な
す
よ
し
も
が
な
」
で
ツ
レ
の
肩
を
取
る
所
作
を
否
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表
４
舞
事
か
ら
終
曲
】
藤
堂
本
安
照
型
付
『
童
舞
抄
』
序ノ舞（習／口伝）
一
、
序
之
事
。
太
夫
よ
り
連
は
後
ニ
足
を
お
ろ
す
事
、
悪
シ
、
無
替
り
。
其
お
ろ
し
の
時
足
拍
子
ニ
替
り
習
有
、
口
伝
。《
１
》
一
、
舞
之
段
之
取
様
、
太
夫
之
足
ニ
習
有
、
口
伝
と
す
。
鼓
・
笛
も
そ
れ
ヲ
習
と
す
口
伝
。《
２
》
一
、
舞
之
中
、
笛
之
お
ろ
し
な
ら
ひ
有
、
口
伝
。《
８
》
一
、
序
の
事
。
つ
れ
は
足
を
大
夫
よ
り
後
に
お
ろ
す
事
、
本
也
。
依
レ
之
笛
の
吹
様
あ
り
。
口
伝
。《
３
》
一
、
舞
の
段
を
と
る
事
、
大
夫
の
か
た
を
、
つ
れ
よ
り
み
は
か
ら
ひ
が
た
き
に
よ
り
て
、
鼓
の
か
し
ら
を
聞
て
扇
を
と
る
也
。
一
度
に
と
ら
ず
し
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。《
４
》
一
、
此
舞
に
、
笛
の
お
ろ
し
の
数
、
秘
事
也
。
口
伝
。《
６
①
》
序ノ舞
一
、
舞
の
三
段
目
、
扇
を
左
へ
取
て
、
連
と
左
右
へ
入
替
る
。
連
ハ
正
面
の
方
を
行
替
り
様
有
、
右
之
袖
を
返
シ
お
ろ
し
て
か
ら
入
替
る
。
入
替
て
太
夫
も
連
も
正
面
へ
身
を
直
ス
。
な
を
し
様
有
。
扨
左
へ
踏
込
足
に
て
、
四
段
目
の
所
へ
行
、
常
之
如
ク
四
段
目
を
取
、
亦
本
之
如
ク
ニ
入
直
る
。
其
時
ハ
太
夫
正
面
を
行
直
り
様
有
。《
３
①
》
一
、
舞
の
三
段
目
、
扇
を
左
へ
取
て
、
つ
れ
と
行
ち
が
ひ
、
所
を
替
て
舞
也
。
其
後
、
又
右
へ
取
返
し
、
も
と
の
所
へ
ゆ
き
、
な
を
る
。《
５
》
ワカ
和
歌
如
常
之
。「
昔
を
今
に
な
す
よ
し
も
が
な
」
と
立
向
ひ
、
連
之
右
之
袖
を
取
。
と
り
や
う
有
。
肩
を
取
事
あ
し
。
太
夫
も
連
モ
同
じ
様
に
拍
子
有
。
拍
子
習
有
、
口
伝
。
拍
子
を
踏
ミ
、
舞
台
先
へ
出
る
。
右
よ
り
踏
出
す
。
此
所
、
大
鼓
打
様
習
有
、
口
伝
。《
３
②
》
ノリ地
舞
台
先
に
て
、「
身
こ
そ
ハ
し
つ
め
」
と
太
夫
も
、
連
も
蹉
フ
。
袖
を
取
な
か
ら
蹉
ふ
。《
３
③
》
「
お
も
ひ
か
へ
せ
ば
い
に
し
へ
も
」
と
云
時
、
立
む
か
ふ
。
返
し
の
時
、
つ
れ
の
右
の
肩
に
と
り
つ
き
、
大
夫
と
つ
れ
と
足
拍
子
を
踏
そ
ろ
へ
、
舞
台
の
さ
き
へ
ゆ
き
、
「
名
を
ば
し
づ
め
ぬ
」
と
云
所
に
て
、
大
夫
も
、
つ
れ
も
つ
く
ば
ふ
。《
６
②
》
一
、
さ
き
の
「
思
ひ
か
へ
せ
ば
」
の
所
の
足
拍
子
、
口
伝
。
又
其
所
に
大
鼓
の
打
様
あ
り
。
口
伝
。（
道
知
云
）。《
７
①
》
中ノリ地
一
、「
物
毎
に
う
き
世
の
習
ひ
」
と
二
人
な
か
ら
立
揚
ル
。
「
思
ひ
か
へ
せ
ば
山
桜
」
と
右
へ
廻
り
「
雪
に
吹
な
す
」
と
か
さ
す
扇
に
て
見
、
「
花
の
松
風
」
と
さ
し
返
す
扇
に
て
左
へ
廻
る
時
、
連
ハ
太
夫
之
後
を
通
り
て
橋
掛
之
方
へ
行
、
仕
留
ル
。
「
静
に
跡
ヲ
と
ひ
給
へ
」
と
脇
を
み
て
仕
留
る
。《
４
》
「
物
ご
と
に
う
き
世
の
な
ら
ひ
な
れ
ば
」
と
い
ふ
時
、
二
人
な
が
ら
立
揚
る
。
つ
れ
は
大
夫
の
う
し
ろ
を
と
を
り
て
橋
が
ゝ
り
の
か
た
に
て
、
し
と
む
る
也
。《
７
②
》
替の留
一
、
舞
台
之
中
へ
太
夫
出
、
合
掌
に
て
仕
留
事
有
。
其
時
ハ
鼓
ニ
習
有
。
笛
ニ
ひ
し
き
様
有
。《
５
》
一
、
此
能
に
、
大
夫
舞
台
の
真
中
に
て
仕
留
る
事
有
レ
之
也
。
其
時
は
や
し
に
こ
ゝ
ろ
あ
る
べ
し
。
笛
に
も
ひ
し
ぎ
や
う
あ
る
也
。
口
伝
。
（
道
覚
・
玄
笛
、
同
前
也
）。《
８
》
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定
し
、
袖
を
取
る
所
作
と
す
る
の
に
対
し
、『
童
舞
抄
』
で
は
﹇
ノ
リ
地
﹈「
思
ひ
返
せ
ば
い
に
し
へ
も
」
に
お
い
て
、
ツ
レ
の
肩
に
取
り
付
く
所
作
を
記
載
し
て
い
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
所
作
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
曲
舞
と
同
様
に
『
童
舞
抄
』
を
否
定
す
る
箇
所
は
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
な
い
し
『
中
村
本
安
照
能
伝
書
』
に
拠
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
よ
う
。『
中
村
本
安
照
型
付
』
を
見
る
と
﹇
ワ
カ
﹈「
昔
を
今
に
な
す
よ
し
も
が
な
」
の
引
用
は
な
い
。
念
の
た
め
﹇
ノ
リ
地
﹈
「
思
ひ
返
せ
ば
い
に
し
へ
も
」
も
見
る
と
「
一
、『
思
ひ
か
へ
せ
ば
、
い
に
し
へ
も
、


』、
返
し
よ
り
、
つ
れ
の
左
の
か
た
へ
と
（
を
）
り
、
さ
き
へ
行
」
と
あ
る
の
み
で
、
シ
テ
が
ツ
レ
の
袖
や
肩
を
取
る
所
作
の
記
載
は
な
い
。『
中
村
本
安
照
能
伝
書
（
丙
本
・
１１１
ニ
（
１５
））』
に
も
袖
や
肩
を
取
る
所
作
の
言
及
は
な
い
が
「
一
、『
思
ひ
か
へ
せ
ば
い
に
し
へ
を
』、
つ
れ
と
む
か
ひ
あ
ふ
て
、
返
し
に
、
仕
手
ハ
つ
れ
の
居
た
る
方
へ
行
、
正
面
へ
出
る
。
つ
れ
ハ
、
仕
手
の
居
た
る
脇
正
面
の
方
へ
、
仕
手
の
ま
へ
を
と
を
り
て
、
正
面
へ
出
る
也
」
と
あ
り
、『
童
舞
抄
』
と
同
じ
く
「
思
ひ
か
え
せ
ば
…
」
で
ツ
レ
と
向
い
合
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
で
「
昔
を
…
」
で
立
ち
向
か
う
と
す
る
の
は
詞
章
の
引
き
間
違
い
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。【
表
１
】
で
指
摘
し
た
、
後
シ
テ
登
場
の
謡
「
菜
摘
女
と
お
も
ふ
な
よ
」
に
類
似
し
た
誤
記
で
あ
ろ
う
。
肩
に
取
り
付
く
の
で
は
な
く
、
右
袖
を
取
る
の
が
良
い
と
す
る
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
仕
方
は
、『
中
村
本
安
照
型
付
・
能
伝
書
』
と
も
に
記
載
が
な
く
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
お
い
て
否
定
さ
れ
る
所
作
の
す
べ
て
が
『
中
村
本
安
照
型
付
・
能
伝
書
』
に
見
え
る
訳
で
は
な
い
。
最
後
に
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
独
自
の
用
語
を
指
摘
す
る
と
、「
か
ざ
す
扇
」「
さ
し
返
す
扇
」
の
よ
う
に
扇
の
扱
い
を
名
詞
化
す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
他
の
所
収
曲
に
つ
い
て
も
触
れ
れ
ば
、〈
江
口
〉「
ほ
ど
く
扇
」、〈
相
生
〉「
幽
玄
の
扇
」、〈
邯
鄲
〉「
和
歌
の
扇
」
等
が
あ
る
。
110
以
上
、〈
二
人
静
〉
に
よ
っ
て
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
特
徴
を
検
討
し
た
。
煩
雑
に
な
っ
た
の
で
改
め
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。
①
基
本
的
に
は
『
童
舞
抄
』
の
書
式
に
則
っ
た
記
述
で
あ
る
が
、
一
言
一
句
を
引
き
写
し
す
る
の
で
は
な
く
、『
童
舞
抄
』
参
照
し
言
い
回
し
を
変
え
て
記
述
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
②
す
べ
て
で
は
な
い
が
『
童
舞
抄
』
を
否
定
す
る
箇
所
に
『
中
村
本
安
照
能
伝
書
』
の
影
響
が
み
ら
れ
た
こ
と
（
曲
舞
の
本
意
）。
③『
童
舞
抄
』
に
は
な
い
独
自
の
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
（
曲
舞
の
詳
細
な
型
付
）。
④
曲
舞
の
所
作
の
書
き
留
め
方
に
同
一
人
物
の
記
述
と
は
到
底
考
え
に
く
い
『
中
村
本
安
照
型
付
』
と
の
差
異
が
見
ら
れ
た
こ
と
。
⑤『
童
舞
抄
』
に
も
『
中
村
本
安
照
型
付
』
に
も
見
え
な
い
独
自
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
（
陰
陽
の
身
構
え
・
面
扱
い
・
〜
扇
）。
以
上
の
五
点
の
型
付
の
内
部
徴
証
か
ら
推
察
す
る
に
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
が
安
照
が
編
者
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
続
く
次
節
で
は
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
被
相
伝
者
で
あ
る
藤
堂
（
浅
井
）
喜
之
介
を
編
者
と
考
え
得
る
外
的
要
因
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。三
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
編
者
を
喜
之
介
と
考
え
る
根
拠
被
相
伝
者
が
本
文
を
認
め
、
師
匠
に
奥
書
を
付
与
さ
れ
る
と
い
う
形
式
は
、『
天
正
九
年
金
春
喜
勝
伝
授
目
録
（
１６
）』（
奥
書
「
右
此
目
録
之
分
相
伝
＼
申
候
弥
々
無
油
断
＼
御
稽
古
肝
要
候
也
＼
竹
田
八
郎
＼
秦
喜
勝
（
花
押
）＼
天
正
九
年
卯
月
六
日
＼
鳥
養
与
左
衛
門
入
道
殿
ま
い
る
」）
や
『
岌
蓮
江
問
日
記
（
１７
）』（
奥
書
「
右
相
伝
申
候
事
＼
依
二
御
所
望
一
乍
レ
憚
判
形
仕
候
也
＼
竹
田
秦
岌
蓮
（
花
押
）＼
下
間
少
進
法
印
進
覧
候
人
々
御
中
」）
の
例
も
知
ら
れ
て
お
り
、
さ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
抑
え
て
、
以
下
で
は
喜
之
介
の
事
蹟
を
追
い
つ
つ
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
編
者
た
り
得
る
根
拠
を
探
る
。
前
掲
、
宮
本
氏
稿
（
１８
）に
よ
る
と
、
浅
井
喜
之
介
（
文
禄
元
年
〔
一
五
九
二
〕
―
慶
安
三
年
〔
一
六
五
〇
〕）
は
近
江
の
戦
国
大
名
浅
井
氏
の
一
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族
で
あ
り
、
藤
堂
高
虎
の
母
が
浅
井
氏
の
出
自
で
あ
る
こ
と
で
縁
の
深
い
藤
堂
家
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
。
喜
之
介
が
高
虎
の
命
に
よ
り
安
照
の
も
と
へ
弟
子
入
り
し
た
時
期
は
判
然
と
し
な
い
が
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
七
月
二
十
八
日
（
異
説
に
二
十
五
日
）「
神
君
公
邸
へ
渡
御
饗
膳
ノ
上
猿
楽
ヲ
興
行
シ
玉
フ
神
君
上
覧
ア
リ
公
之
小
姓
花
崎
左
京
浅
井
喜
之
介
等
能
太
夫
ニ
交
テ
是
ヲ
勤
ト
云
々
」（『
公
室
年
譜
略
（
１９
）』）
と
あ
る
の
が
管
見
で
は
演
能
記
録
の
初
出
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
以
前
の
こ
と
と
は
言
え
る
。
共
に
名
前
が
挙
が
る
花
崎
左
京
も
藤
堂
高
虎
の
小
姓
で
、
左
京
は
下
間
少
進
に
師
事
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
左
京
の
ほ
う
が
早
く
演
能
記
録
に
見
え
る
の
で
、
喜
之
介
よ
り
先
輩
格
と
思
わ
れ
る
。
管
見
で
は
、
慶
長
十
六
年
九
月
二
十
七
日
条
（『
公
室
年
譜
略
』）
が
左
京
の
演
能
記
録
の
初
出
で
、〈
清
経
〉〈
熊
野
〉
の
二
番
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
催
し
に
は
、
安
照
と
少
進
も
出
演
し
て
い
る
。
ま
た
、
久
保
文
武
氏
に
よ
っ
て
慶
長
十
七
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
十
二
月
二
十
日
付
う
ね
め
宛
藤
堂
高
虎
書
状
に
「
一
喜
の
介
所
ニ
こ
ん
春
大
夫
か
は
ん
仕
候
う
た
い
の
本
百
番
可
有
之
候
と
り
か
へ
し
候
へ
く
候
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
喜
之
介
は
安
照
の
花
押
の
あ
る
謡
本
百
番
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
知
ら
れ
る
（
２０
）。「
と
り
か
へ
し
」
と
あ
る
か
ら
に
は
藤
堂
高
虎
の
所
持
本
を
喜
之
介
に
下
賜
す
る
形
を
と
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
質
的
に
使
用
し
て
い
た
の
は
、
小
姓
役
者
た
る
喜
之
介
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
花
押
入
り
の
謡
本
百
番
を
得
る
ほ
ど
に
本
格
的
に
稽
古
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
左
京
・
喜
之
介
の
両
名
が
藤
堂
高
虎
の
小
姓
役
者
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
様
子
は
、
喜
之
介
没
後
の
資
料
か
ら
も
看
取
で
き
る
。
例
え
ば
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
の
序
を
も
つ
秋
扇
翁
（
真
嶋
宴
庵
）
に
よ
る
喜
多
十
大
夫
当
能
の
勧
進
能
評
判
記
『
舞
正
語
磨
（
２１
）』
に
は
「
そ
れ
今
春
の
乱
拍
子
は
、
法
会
の
舞
を
か
た
ど
り
て
、
つ
な
が
ぬ
拍
子
に
て
侍
れ
ば
、
乱
拍
子
と
号
し
つ
ゝ
、
三
座
無
足
と
こ
れ
を
秘
伝
す
。
花
崎
左
京
、
浅
井
紀
之
介
に
こ
ま
か
に
伝
授
し
侍
る
な
り
」
と
見
え
、〈
道
成
寺
〉
の
乱
拍
子
の
秘
伝
を
左
京
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
あ
る
。
次
い
で
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
稿
成
の
大
蔵
虎
明
（
慶
長
二
年
〔
一
五
九
七
〕
―
寛
永
二
年
〔
一
六
六
二
〕）
の
伝
書
『
わ
ら
ん
べ
112
草
』
第
三
十
七
段
（
２２
）に
は
、
喜
之
介
の
修
業
態
度
に
つ
い
て
の
安
照
の
評
価
を
伝
え
る
。
虎
明
が
十
七
、
八
才
の
頃
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
慶
長
末
か
ら
元
和
頃
の
こ
と
に
な
る
逸
話
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
名
人
八
郎
殿
の
弟
子
に
、
藤
堂
和
泉
殿
よ
り
、
浅
井
喜
之
介
と
云
も
の
を
奈
良
に
付
け
お
き
、
稽
古
を
さ
せ
ら
れ
し
に
、
あ
る
時
、
大
蔵
太
夫
所
に
て
、
去
人
、
喜
之
介
は
稽
古
に
精
を
入
、
毎
日
由
断
な
く
宿
に
て
舞
は
る
ゝ
と
云
し
時
、
八
郎
殿
、
そ
れ
は
笑
止
な
る
事
か
な
、
苦
々
し
ひ
事
也
と
仰
ら
れ
し
を
、
其
時
、
予
は
十
六
七
歳
の
時
分
に
て
、
不
審
に
思
ひ
、
合
点
ゆ
か
ず
。
年
た
け
て
、
北
七
太
へ
其
事
を
物
語
し
て
、
や
う


今
合
点
ゆ
き
た
り
。
定
め
て
、
我
と
内
々
に
て
稽
古
を
い
た
さ
ば
、
悪
し
き
事
を
仕
固
む
る
成
べ
し
。
一
番
に
て
も
師
の
前
に
て
稽
古
し
て
、
宿
に
て
合
点
の
行
ほ
ど
舞
ひ
、
成
ら
ぬ
所
は
又
問
ひ
な
ど
し
て
は
よ
か
る
べ
し
と
の
事
に
て
や
あ
ら
ん
と
い
ひ
し
時
、
七
太
も
中


、
其
通
な
ら
ん
と
い
は
れ
し
な
り
。
我
ひ
と
り
稽
古
し
て
は
上
る
物
に
て
な
し
。
師
に
見
せ
て
直
さ
れ
て
こ
そ
よ
か
る
べ
け
れ
。
我
ひ
と
り
の
分
に
て
成
ら
ば
、
師
は
要
ら
ぬ
も
の
な
る
べ
し
。
哥
／
何
事
も
習
は
ず
と
は
す
す
る
こ
と
は
お
か
し
き
事
の
あ
ら
ん
世
の
中
毎
日
抜
か
り
な
く
宿
に
て
舞
う
と
い
う
喜
之
介
の
稽
古
態
度
を
耳
に
し
た
安
照
は
、
褒
め
ず
に
と
が
め
た
。
当
時
の
虎
明
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
年
を
重
ね
て
、
後
に
喜
多
七
大
夫
と
語
ら
う
う
ち
に
納
得
し
た
と
言
う
。
ひ
そ
か
に
稽
古
を
す
る
と
悪
い
癖
が
つ
く
、
あ
く
ま
で
師
匠
の
前
で
の
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
身
に
つ
く
ま
で
忠
実
に
復
習
す
る
こ
と
が
肝
要
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
師
匠
に
見
て
も
ら
い
直
し
て
も
ら
っ
て
こ
そ
の
上
達
で
あ
っ
て
、
ひ
と
り
で
稽
古
し
て
上
達
す
る
の
な
ら
ば
師
匠
は
い
ら
な
い
と
言
う
教
訓
と
な
っ
て
い
る
。
喜
之
介
と
し
て
は
褒
め
ら
れ
た
逸
話
で
は
な
い
が
、
能
に
対
し
真
摯
に
向
き
合
う
彼
の
姿
勢
は
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
そ
う
し
た
喜
之
介
の
技
量
は
と
言
え
ば
『
万
治
三
年
大
蔵
主
馬
能
伝
書
（
２３
）』
に
よ
る
と
「
藤
堂
い
つ
ミ
殿
ニ
あ
ざ
井
喜
之
介
と
申
候
て
古
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八
郎
様
御
弟
子
候
。
是
ハ
ゆ
き
い
ゑ
ヨ
リ
ハ
又
あ
し
く
候
」
と
見
え
る
。「
ゆ
き
い
ゑ
」
と
は
安
照
か
ら
『
中
村
本
安
照
型
付
』
を
相
伝
さ
れ
て
中
村
勝
三
郎
の
そ
の
人
で
、
兄
弟
子
に
あ
た
る
勝
三
郎
よ
り
は
劣
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
喜
之
介
は
修
行
に
励
む
傍
ら
、
謡
本
を
相
伝
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
伝
書
や
謡
本
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
喜
之
介
の
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
書
写
奥
書
を
も
つ
伝
書
に
『
百
ヶ
條
（
２４
）』（
書
写
奥
書
「
右
百
ヶ
條
、
従
金
春
八
郎
所
伝
受
、
無
相
違
。
書
写
之
令
授
與
訖
。
努
々
可
不
有
他
見
者
也
。
／
于
時
寛
永
丁
丑
龍
集
臘
月
廿
三
日
／
藤
堂
紀
伊
之
介
（
在
判
）」）
が
あ
る
。
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
藤
堂
高
虎
が
没
し
て
後
、
小
姓
役
者
と
し
て
の
活
動
が
見
ら
れ
な
く
な
る
喜
之
介
の
足
取
り
を
知
り
得
る
点
に
お
い
て
も
有
益
な
資
料
で
も
あ
る
こ
の
伝
書
は
、
金
春
安
住
に
よ
っ
て
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、
安
住
の
書
写
奥
書
に
は
「
南
都
嫡
家
之
表
蔵
に
有
之
書
物
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
喜
之
介
が
書
写
し
た
寛
永
十
四
年
は
、
安
照
が
没
し
た
元
和
七
年
か
ら
十
六
年
、
高
虎
が
没
し
て
か
ら
七
年
を
経
て
い
る
。
安
照
・
高
虎
没
後
も
金
春
家
と
の
つ
な
が
り
は
途
絶
え
ず
、
藤
堂
家
を
召
し
放
た
れ
た
あ
と
奈
良
に
身
を
寄
せ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
た
、
謡
本
の
書
写
に
つ
い
て
は
、
慶
安
・
承
応
頃
の
金
春
流
の
詞
章
を
と
ど
め
る
謡
本
『
了
随
三
百
番
本
（
２５
）』（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
・
二
３５
）
の
識
語
に
、
喜
之
介
の
名
が
見
え
て
い
る
。
例
え
ば
〈
砧
〉「
校
合
畢
／
承
応
三
年
卯
月
廿
六
日
筆
者
了
随
老
年
七
十
五
歳
／
喜
之
助
正
本
に
て
写
之
」、〈
絵
馬
〉「
承
応
二
年
十
月
廿
六
日
筆
者
了
随
喜
助
校
合
畢
」、〈
田
村
〉「
喜
之
介
校
」、〈
木
幡
〉「
喜
介
校
合
」、〈
水
無
瀬
・
京
落
葉
〉「
喜
之
助
校
合
」
の
よ
う
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
喜
之
介
が
書
写
し
た
謡
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
〈
砧
〉〈
木
幡
〉〈
水
無
瀬
〉〈
京
落
葉
〉
の
遠
い
曲
を
も
書
写
す
る
様
子
か
ら
、
喜
之
介
が
型
付
を
編
む
素
養
を
十
分
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
安
照
に
師
事
し
て
い
た
喜
之
介
が
、
少
進
の
『
童
舞
抄
』
を
ど
の
よ
う
に
入
手
し
た
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
左
京
が
解
決
し
て
く
れ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
左
京
は
少
進
の
弟
子
で
あ
り
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
六
114
月
三
日
に
少
進
に
起
請
文
（
２６
）を
提
出
、
そ
の
前
書
に
は
「
一
、
童
舞
抄
不
残
御
相
伝
、
忝
奉
レ
存
候
事
」
と
見
え
、『
童
舞
抄
』
を
相
伝
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
喜
之
介
は
左
京
を
介
し
て
『
童
舞
抄
』
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
慶
長
十
八
年
四
月
（
日
付
不
明
）
に
は
、「
和
泉
殿
駿
府
舞
台
ニ
て
左
京
・
喜
ノ
介
稽
古
」（『
能
之
留
帳
』）
と
見
え
、
喜
之
介
も
左
京
と
と
も
に
少
進
の
稽
古
を
受
け
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
記
録
が
あ
る
。
安
照
と
少
進
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
師
匠
に
師
事
し
て
い
て
も
、
主
君
で
あ
る
藤
堂
高
虎
の
能
興
行
の
際
に
は
同
じ
舞
台
に
立
つ
二
人
で
あ
り
、『
童
舞
抄
』
を
披
見
す
る
機
会
は
多
々
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
外
的
な
証
左
と
し
て
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
諸
本
④
と
し
て
挙
げ
た
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
の
長
文
識
語
を
有
す
る
中
村
家
蔵
本
を
挙
げ
た
い
。
此
仕
舞
付
、
藤
堂
大
か
く
殿
之
内
喜
之
介
仕
舞
付
を
去
御
人
御
う
つ
し
取
被
成
、
高
安
太
郎
左
衛
門
へ
御
見
せ
被
成
候
を
高
安
う
つ
し
候
て
差
置
候
。
拙
者
ニ
見
候
而
く
れ
候
へ
、
今
春
流
ニ
て
候
哉
と
申
候
而
ミ
せ
候
を
う
つ
し
置
候
。
此
外
ハ
今
春
流
之
仕
舞
付
也
。
是
ハ
今
春
ニ
無
之
能
ニ
て
候
へ
共
、
今
春
流
し
か


番
数
覚
へ
不
申
候
故
か
、
此
分
を
書
く
わ
へ
候
て
百
数
ノ
都
合
仕
廻
付
仕
候
。
今
春
流
之
能
也
。
仕
廻
も
ち
か
ひ
申
候
事
。
寛
文
六
年
本
型
付
に
は
書
写
者
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
く
中
村
家
蔵
「
寛
文
八
年
中
村
作
右
衛
門
筆
仕
舞
付
」
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
村
家
三
代
目
庄
兵
衛
正
純
の
弟
・
作
右
衛
門
筆
と
表
章
氏
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
い
る
（
２７
）。
識
語
に
よ
る
と
、
藤
堂
大
学
頭
（
津
藩
二
代
藩
主
、
高
次
）
家
中
の
喜
之
介
仕
舞
付
を
、
あ
る
人
物
が
書
写
し
、
ワ
キ
方
の
高
安
太
郎
左
衛
門
に
見
せ
た
。
高
安
は
喜
之
介
仕
舞
付
を
書
写
し
、
中
村
作
右
衛
門
に
見
せ
、
金
春
流
か
ど
う
か
判
断
を
仰
い
だ
。
そ
の
際
に
、
金
春
流
の
非
所
演
曲
を
抜
き
書
き
し
た
由
が
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記
さ
れ
て
い
る
。
抜
き
書
き
さ
れ
た
十
三
曲
は
、
い
ず
れ
も
『
中
村
本
安
照
型
付
』
に
含
ま
れ
な
い
曲
で
あ
る
。
同
内
容
で
あ
り
、
百
番
規
模
と
所
収
曲
数
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
作
右
衛
門
が
言
う
「
喜
之
介
仕
舞
付
」
と
は
、
す
な
わ
ち
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
作
右
衛
門
が
書
写
し
た
高
安
本
に
藤
堂
喜
之
介
宛
金
春
安
照
奥
書
が
あ
っ
た
か
否
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
を
所
蔵
し
て
い
る
中
村
家
の
人
物
に
よ
っ
て
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
が
「
喜
之
介
仕
舞
付
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
以
上
、
諸
事
を
勘
案
し
て
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
編
者
を
喜
之
介
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
四
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
価
値
―
素
人
が
型
付
を
編
む
と
い
う
こ
と
―
〈
二
人
静
〉
の
曲
舞
の
例
で
見
た
よ
う
に
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
で
否
定
さ
れ
る
『
童
舞
抄
』
の
説
に
は
『
中
村
本
安
照
能
伝
書
』
の
説
の
反
映
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
編
者
で
あ
る
喜
之
介
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
す
べ
て
を
手
放
し
に
安
照
の
教
え
の
反
映
と
見
る
こ
と
は
早
計
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
喜
之
介
が
安
照
に
師
事
し
、
稽
古
を
積
ん
で
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
安
照
の
意
向
な
り
主
張
が
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
安
照
の
教
え
の
す
べ
て
が
『
中
村
本
安
照
能
伝
書
』
に
あ
る
だ
け
と
は
限
ら
ず
、
書
か
れ
て
い
な
く
と
も
、
喜
之
介
が
稽
古
の
折
に
見
聞
き
し
た
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
例
と
し
て
『
中
村
本
安
照
型
付
』
に
所
収
さ
れ
ず
、『
中
村
本
安
照
能
伝
書
』
に
も
関
連
す
る
事
項
の
言
及
が
な
い
〈
昭
君
〉
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、〈
昭
君
〉
は
『
童
舞
抄
』
に
も
未
所
収
で
あ
り
、『
童
舞
抄
』
の
直
接
的
な
否
定
で
は
な
い
が
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
「
悪
シ
」
の
語
が
見
え
る
例
で
あ
る
。
後
場
﹇
ノ
リ
地
﹈
末
の
「
面
目
な
し
と
て
、
立
ち
帰
る
」
で
太
鼓
が
打
上
、
そ
の
打
上
に
付
け
て
後
シ
テ
（
韓
邪
将
の
霊
）
の
謡
い
出
116
す
「
た
だ
昭
君
の
眉
墨
は
」
の
謡
に
関
す
る
習
で
あ
る
。
…
「
目
な
し
と
て
立
帰
ル
」
と
右
へ
飛
て
廻
ル
。
足
遣
・
足
踏
有
。「
立
帰
る
」
ト
太
鼓
打
上
ル
。
一
、
太
鼓
の
打
上
様
、
常
の
打
上
様
と
替
也
。
習
有
。
太
鼓
の
撥
に
付
て
、
謡
出
ス
。
重
拍
子
と
て
大
夫
の
拍
子
習
有
。
囃
心
得
ざ
れ
ハ
悪
シ
、
口
伝
。
一
、「
只
照
君
の
眉
ず
ミ
ハ


」
正
面
へ
出
、
照
君
の
方
を
み
て
順
ニ
廻
り
…
太
鼓
の
打
上
の
撥
に
付
け
て
謡
い
出
す
と
こ
ろ
に
、「
重
拍
子
」
と
い
う
大
夫
の
習
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
囃
心
得
ざ
れ
ハ
悪
シ
」
は
、
シ
テ
が
囃
子
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
ま
ず
い
と
も
、
囃
子
方
が
習
を
理
解
し
て
い
な
い
と
ま
ず
い
と
も
、
受
け
取
れ
る
が
、
両
者
心
得
て
い
な
け
れ
ば
上
手
く
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
こ
こ
に
安
照
の
一
家
言
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
安
照
三
男
・
氏
紀
の
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
書
写
奥
書
に
安
照
本
を
写
し
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
、
大
蔵
庄
左
衛
門
家
旧
蔵
の
『
安
照
仕
舞
付
（
２８
）』（
能
楽
研
究
所
蔵
）〈
昭
君
〉
の
当
該
箇
所
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
一
、「
を
そ
ろ
し
か
り
け
る
か
ほ
つ
き
か
な
面
目
な
し
と
て
立
か
へ
る
」
鏡
に
寄
て
、
か
ほ
ゝ
見
て
、
右
の
手
に
て
鏡
の
台
を
わ
き
へ
を
し
む
け
て
、
右
へ
ち
ら
り
と
ま
ハ
る
。
一
、「
唯
昭
君
の
ま
ゆ
す
み
ハ
」
拍
子
た
く
さ
ん
（
ニ
）
ふ
む
。
こ
の
型
付
は
『
中
村
本
安
照
型
付
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
型
付
で
あ
る
た
め
、
や
は
り
習
や
口
伝
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
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太
鼓
の
打
上
に
関
わ
る
習
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
の
あ
る
型
付
に
、
金
春
家
分
家
の
大
蔵
庄
左
衛
門
家
が
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
た
伊
達
家
旧
蔵
の
型
付
で
『
大
蔵
家
仕
舞
附
（
六
）』（
能
楽
研
究
所
蔵
）
が
あ
る
。
奥
書
は
な
い
が
、「
故
八
左
衛
門
」
や
「
今
春
八
左
衛
門
入
道
浄
元
」
等
と
安
照
の
二
男
で
八
左
衛
門
家
を
立
て
た
安
喜
の
名
が
見
え
る
記
事
が
あ
る
の
で
、
安
喜
に
芸
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
世
代
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
型
付
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
〈
照
君
〉
末
尾
に
次
の
よ
う
な
付
記
が
あ
る
。
右
此
能
よ
く


工
夫
専
ニ
候
。
太
こ
、
し
て
出
て
下
ニ
ゐ
る
と
打
上
、「
鬼
と
い
ふ
も
あ
ら
た
う
り
や
」
と
又
打
出
ル
。
打
出
て
、
太
こ
の
内
よ
り
「
た
ゝ
せ
う
く
ん
の
ま
ゆ
す
ミ
ハ
」
と
う
た
ふ
。
せ
う
し
ん
ほ
う
ゐ
ん
中


は
や
口
の
や
う
に
「
た
ゝ
せ
う
く
ん
ア
ン
セ
ウ
の
ま
ゆ
す
ミ
ハ
」
と
こ
の
ま
れ
て
う
た
ひ
合
す
ま
ず
候
を
、
八
郎
殿
安
照
御
申
候
ハ
、
さ
や
う
に
候
て
ハ
太
こ
も
う
た
せ
ま
し
く
候
ス
イ
ア
ン
と
被
申
候
て
、
又
や
ハ
ら
か
う
た
は
し
済
候
と
也
。
せ
う
し
ん
ほ
う
ゐ
ん
い
ら
さ
る
こ
の
ミ
と
水
庵
御
申
候
事
也
。
少
進
は
「
た
だ
昭
君
の
眉
墨
は
」
を
早
口
の
よ
う
に
謡
う
の
を
好
ん
だ
と
あ
る
。
そ
の
好
み
を
批
判
し
て
安
照
は
、
太
鼓
の
打
ち
易
い
よ
う
に
謡
っ
た
と
言
う
。「
水
庵
」
と
は
安
照
の
法
名
「
誰
庵
禅
曲
居
士
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
た
だ
昭
君
の
眉
墨
は
」
の
と
こ
ろ
の
仕
方
に
は
、
安
照
と
少
進
と
で
明
ら
か
な
違
い
が
あ
り
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
が
そ
れ
を
書
き
留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
安
照
と
少
進
の
関
係
性
に
つ
い
て
述
べ
る
、
よ
く
知
ら
れ
た
資
料
に
『
近
代
四
座
役
者
目
録
（
２９
）』
の
下
間
少
進
の
項
が
あ
る
。
西
門
跡
ノ
内
ノ
家
老
也
。
今
春
牛
蓮
弟
子
。
今
春
八
郎
ト
立
合
、
度
々
能
ヲ
致
サ
ル
ヽ
。
知
ラ
ヌ
衆
ハ
、
ア
レ
カ
コ
レ
ナ
ド
ヽ
云
者
モ
有
リ
。
併
、
八
郎
ニ
ハ
實
ハ
不
成
。
拍
子
方
モ
ス
グ
レ
ズ
。
何
ヲ
モ
、
切
ナ
ド
ハ
、
早
ク
コ
ノ
ム
人
ト
也
。
謡
モ
大
方
ナ
ル
ウ
タ
イ
。
身
ナ
リ
ヨ
キ
人
。
又
ハ
ヨ
ク
嗜
ミ
タ
ル
人
ト
ナ
リ
。
能
ノ
仕
様
、
萬
事
ニ
キ
ツ
カ
ケ
ヲ
シ
テ
、
シ
ロ
ウ
ト
ズ
キ
ノ
ス
ル
様
ニ
被
118
仕
ル
。
八
郎
牛
蓮
ニ
ヨ
ク
能
ヲ
被
習
ヌ
ヲ
知
リ
テ
、
譜
斗
ヲ
云
。
八
郎
、
頭
ヲ
痛
メ
ラ
レ
タ
ル
ト
也
。
牛
蓮
ニ
金
銀
ヲ
澤
山
ニ
出
シ
、
大
方
ノ
能
ハ
被
習
ヨ
シ
。
少
進
は
金
春
八
郎
つ
ま
り
安
照
と
度
々
同
じ
舞
台
に
立
ち
、
見
巧
者
で
な
い
人
は
二
人
を
双
璧
の
よ
う
に
言
う
向
き
も
あ
る
ほ
ど
活
躍
し
て
い
た
が
、
実
力
は
安
照
に
は
及
ば
ず
、
拍
子
に
も
通
暁
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
安
照
が
岌
蓮
に
よ
く
習
わ
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
、「
小
禅
鳳
」
と
呼
ば
れ
た
安
照
の
兄
が
早
逝
す
る
ま
で
越
前
に
養
子
に
行
っ
て
い
た
こ
と
（
３０
）を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。「
譜
」
と
い
う
の
は
、
岌
蓮
と
離
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
少
進
が
自
身
の
伝
承
の
正
統
性
を
主
張
す
る
意
だ
ろ
う
か
、
そ
の
こ
と
に
安
照
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
『
四
座
役
者
目
録
』
の
筆
者
で
あ
る
観
世
勝
右
衛
門
元
信
（
小
鼓
方
）
の
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
安
照
が
養
子
に
出
て
い
た
の
は
幼
少
の
一
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
少
進
が
岌
蓮
に
師
事
し
て
い
た
期
間
も
岌
蓮
の
晩
年
の
さ
ほ
ど
長
く
は
な
い
時
間
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
安
照
が
岌
蓮
に
よ
く
習
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
差
し
引
い
て
考
え
る
に
し
て
も
、
安
照
が
頭
を
悩
ま
す
問
題
と
し
て
、
少
進
の
態
度
に
「
譜
斗
云
」
様
子
が
強
く
出
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
傍
線
部
の
終
曲
部
を
早
く
す
る
こ
と
を
好
む
と
い
う
の
は
、
先
に
『
大
蔵
家
仕
舞
附
』
で
見
た
〈
昭
君
〉
の
少
進
の
好
み
と
通
ず
る
。
そ
し
て
「
シ
ロ
ウ
ト
ズ
キ
ノ
ス
ル
様
ニ
被
仕
ル
」
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
『
中
村
本
安
照
能
伝
書
（
３１
）』
の
以
下
の
記
事
で
あ
る
。
物
ご
と
に
仕
舞
過
た
る
ハ
、
せ
わ
し
く
、
い
そ
が
し
き
な
り
。
し
ら
う
と
ハ
、
し
ま
い
お
ほ
な
る
が
よ
き
と
心
得
申
候
。
さ
あ
る
に
よ
り
、
い
な
か
へ
く
だ
り
て
ハ
、
し
ら
う
と
づ
き
の
す
る
や
う
に
、
師
匠
の
を
し
へ
ぬ
事
を
わ
が
手
づ
く
り
に
、
し
ま
い
を
つ
け
て
す
る
に
よ
り
、
手
前
の
芸
も
く
づ
れ
、
い
な
か
芸
に
成
申
候
。
上
手
の
上
か
ら
ハ
、
た
ゞ
一
は
け
に
、
ひ
だ
す
く
な
に
仕
る
也
。
初
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〈
な
脱
カ
〉
心
な
る
と
も
、
ひ
だ
す
く
な
る
が
よ
き
と
申
伝
候
。
仕
舞
お
ほ
な
る
を
バ
、
当
座
の
花
と
て
き
ら
ひ
申
候
。
口
伝
々
々
。
型
が
多
す
ぎ
る
の
は
余
裕
が
な
く
気
ぜ
わ
し
い
。
素
人
は
型
が
多
い
の
を
好
む
と
考
え
て
、
田
舎
に
下
り
、
素
人
に
評
判
が
良
い
よ
い
よ
う
に
と
、
師
匠
の
教
え
に
背
き
自
分
勝
手
に
型
を
作
る
と
、
自
身
の
芸
が
崩
れ
田
舎
芸
に
な
る
と
戒
め
て
い
る
。
上
手
の
芸
と
い
う
の
は
飾
り
過
ぎ
な
い
も
の
だ
と
の
主
張
で
あ
る
。
誰
の
こ
と
と
名
指
し
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
い
ま
ま
で
の
文
脈
に
沿
っ
て
考
え
る
と
き
、
少
進
の
こ
と
が
浮
ぶ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
岌
蓮
亡
き
後
の
一
座
を
支
え
隆
盛
へ
と
導
い
た
の
は
、
安
照
の
功
績
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
岌
蓮
の
印
可
を
得
た
こ
と
を
根
拠
に
少
進
が
大
名
衆
へ
の
教
授
し
て
い
た
こ
と
も
、
江
戸
初
期
の
金
春
流
隆
盛
の
一
翼
を
少
な
か
ら
ず
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
少
進
に
対
す
る
安
照
の
直
接
的
な
言
説
が
見
い
出
さ
れ
て
い
な
い
今
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
残
さ
れ
た
『
童
舞
抄
』
の
型
を
「
他
流
」
と
す
る
視
点
は
、
両
者
の
関
係
性
を
探
る
上
で
大
き
な
手
掛
り
と
な
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。〈
昭
君
〉
の
例
は
、
断
片
的
な
記
事
が
た
ま
た
ま
上
手
く
重
な
っ
た
稀
有
な
例
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
作
業
を
積
み
重
ね
、
い
く
つ
か
の
資
料
の
断
片
的
な
記
事
を
合
わ
せ
見
る
こ
と
で
、
両
者
の
演
出
の
好
み
を
わ
ず
か
で
も
類
推
、
把
握
し
得
る
と
す
れ
ば
、
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
安
照
側
、
安
照
の
弟
子
側
か
ら
見
た
下
間
少
進
の
立
場
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
点
に
お
い
て
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
価
値
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
加
え
て
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
成
立
は
、『
童
舞
抄
』
の
具
体
的
享
受
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
興
味
深
い
事
例
と
言
え
る
。『
童
舞
抄
』
の
批
判
的
継
承
が
な
さ
れ
た
の
も
、『
童
舞
抄
』
と
い
う
型
付
が
広
く
伝
播
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
こ
と
で
あ
り
、
下
間
少
進
の
功
績
は
大
き
い
。
前
掲
、
小
田
氏
稿
（
３２
）に
『
童
舞
抄
』
の
省
略
が
目
立
つ
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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お
そ
ら
く
少
進
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
修
得
し
た
能
の
様
々
な
知
識
を
集
積
し
、
曲
ご
と
に
そ
れ
ら
を
適
宜
生
か
す
形
で
『
童
舞
抄
』
を
編
集
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
結
果
的
に
型
付
の
体
裁
を
採
り
つ
つ
も
各
曲
の
総
合
的
知
識
を
与
え
る
性
格
を
も
付
与
す
る
こ
と
と
な
り
、
江
戸
期
刊
行
の
観
能
手
引
書
的
型
付
の
原
型
的
位
置
を
持
つ
に
至
っ
た
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
素
人
の
上
級
武
士
階
級
を
主
た
る
相
伝
相
手
と
し
て
い
た
か
ら
だ
け
で
な
く
、
少
進
自
身
が
も
と
も
と
素
人
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。
演
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
観
客
で
あ
り
、
能
全
般
に
詳
し
い
知
識
人
の
目
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
玄
人
に
は
さ
ほ
ど
必
要
で
な
か
っ
た
り
、
気
づ
か
な
か
っ
た
り
す
る
事
柄
に
も
視
点
が
及
び
、
舞
台
進
行
を
客
観
的
に
お
さ
え
な
が
ら
、
登
場
人
物
諸
役
の
扮
装
や
型
や
他
の
演
技
に
も
目
を
配
っ
た
独
自
な
型
付
が
生
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
役
者
の
家
柄
で
な
い
少
進
が
編
ん
だ
『
童
舞
抄
』
は
、
金
春
流
に
お
け
る
素
人
に
よ
る
型
付
の
嚆
矢
と
言
え
る
。『
童
舞
抄
』
の
記
述
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
小
田
氏
の
御
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
幅
広
い
情
報
を
提
供
す
る
た
め
と
見
る
の
に
加
え
て
、
少
進
の
能
指
南
役
と
し
て
の
戦
略
と
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
謡
本
が
直
シ
を
師
匠
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
は
じ
め
て
完
成
す
る
の
と
同
じ
く
、
『
童
舞
抄
』
は
不
完
全
さ
を
敢
え
て
持
た
せ
た
型
付
な
の
だ
と
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
果
的
に
簡
略
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
江
戸
初
期
の
型
付
に
共
通
す
る
特
徴
に
見
え
て
も
、
玄
人
の
実
用
的
型
付
で
あ
る
『
中
村
本
安
照
型
付
』
の
玄
人
に
と
っ
て
当
然
の
こ
と
は
省
略
す
る
と
い
う
態
度
と
は
、
意
味
合
い
が
少
し
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
『
童
舞
抄
』
を
参
照
し
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
を
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
喜
之
介
も
、『
童
舞
抄
』
の
記
述
の
隙
間
、
不
完
全
さ
を
埋
め
る
よ
う
に
、
よ
り
細
か
く
詞
章
を
引
用
し
、
型
を
付
し
補
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
安
照
の
弟
子
で
あ
る
喜
之
介
だ
か
ら
こ
そ
の
視
点
で
、
「
〜
ハ
悪
シ
」「
他
流
ニ
ハ
〜
、
此
方
ニ
ハ
不
用
」「
此
方
ニ
ハ
ナ
シ
」
と
い
う
安
照
の
教
え
と
『
童
舞
抄
』
と
の
差
異
を
特
筆
す
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
、『
童
舞
抄
』
の
批
判
的
継
承
が
な
さ
れ
た
型
付
が
生
ま
れ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
安
照
奥
書
が
付
与
さ
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れ
、
金
春
流
の
型
付
と
し
て
流
布
し
た
と
い
う
こ
と
が
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
も
う
一
人
、
喜
之
介
と
同
様
に
『
童
舞
抄
』
を
参
照
し
つ
つ
、
新
た
に
自
身
の
型
付
を
編
ん
だ
人
物
に
、
宍
戸
藩
主
・
秋
田
城
介
実
季
（
天
正
四
年
〔
一
五
七
六
〕
―
万
治
二
年
〔
一
六
五
九
〕）
が
い
る
。
少
進
の
弟
子
で
あ
っ
た
実
季
も
起
請
文
を
入
れ
『
童
舞
抄
』
を
相
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
や
は
り
実
季
も
ま
た
一
曲
を
演
じ
る
に
あ
た
っ
て
圧
倒
的
に
型
が
足
り
な
い
『
童
舞
抄
』
の
記
述
の
隙
間
を
埋
め
る
よ
う
に
、『
童
舞
抄
』
よ
り
格
段
に
詳
し
い
型
付
を
編
ん
で
い
る
（
３３
）。
一
見
『
童
舞
抄
』
と
見
間
違
う
ほ
ど
記
述
が
近
似
す
る
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
と
の
差
異
を
挙
げ
れ
ば
、『
秋
田
城
介
型
付
』
に
は
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
ほ
ど
の
近
さ
は
見
ら
れ
ず
、
自
身
の
稽
古
に
基
づ
き
つ
つ
、
適
宜
『
童
舞
抄
』
を
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
に
「
童
〜
」
等
と
し
て
引
用
す
る
と
い
う
方
法
で
編
ま
れ
て
い
る
。
『
童
舞
抄
』
は
、
素
人
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
型
付
を
編
む
た
め
の
手
本
と
し
て
の
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
横
山
太
郎
氏
は
十
六
世
紀
の
型
付
の
成
立
に
つ
い
て
「
生
活
を
共
に
し
な
い
師
弟
関
係
に
お
い
て
わ
ざ
を
伝
達
す
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
（
３４
）」
と
定
義
付
け
ら
れ
た
が
、
師
匠
の
側
か
ら
相
伝
さ
れ
る
型
付
と
と
も
に
、
素
人
側
が
積
極
的
に
型
付
を
編
む
と
い
う
こ
と
も
ま
た
「
型
付
」
と
い
う
伝
書
の
成
立
・
伝
播
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
注
目
す
べ
き
事
象
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
素
人
が
編
ん
だ
型
付
に
は
、
型
付
用
語
の
変
遷
を
追
う
上
で
有
益
な
手
掛
り
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
こ
に
も
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
お
わ
り
に
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
は
、
被
相
伝
者
で
あ
る
藤
堂
（
浅
井
）
喜
之
介
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
喜
之
介
は
中
村
勝
三
郎
の
よ
う
に
安
照
か
ら
師
家
と
し
て
の
印
可
を
得
る
に
は
至
ら
ず
、『
中
村
本
安
照
型
付
』
と
同
内
容
の
型
付
は
相
伝
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
『
童
舞
抄
』
を
も
と
に
書
式
は
踏
襲
し
、
安
照
の
教
え
と
異
な
る
点
に
つ
い
て
は
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否
定
し
自
身
で
加
筆
編
纂
し
、
そ
の
上
で
安
照
に
奥
書
を
付
与
さ
れ
た
型
付
が
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
存
在
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
事
柄
と
し
て
、
①
『
童
舞
抄
』
を
否
定
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
他
流
ニ
ハ
」「
当
流
ニ
ハ
不
用
」
等
の
表
現
で
記
さ
れ
る
所
作
に
、
あ
る
程
度
安
照
の
教
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
得
る
こ
と
、
②
①
を
端
緒
と
し
て
他
の
資
料
を
合
わ
せ
見
る
こ
と
で
江
戸
初
期
金
春
流
の
体
制
・
芸
系
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
、
③
『
童
舞
抄
』
の
具
体
的
享
受
が
明
ら
か
に
な
り
、
素
人
が
型
付
を
編
纂
す
る
と
い
う
「
型
付
」
と
い
う
伝
書
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
な
視
座
を
も
た
ら
す
こ
と
、
を
主
に
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
が
中
心
と
な
り
、
型
付
の
内
容
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
特
徴
的
な
事
例
を
挙
げ
た
の
み
で
、
詳
細
の
検
討
ま
で
は
踏
み
込
め
な
か
っ
た
。『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
を
読
み
解
く
た
め
に
必
要
な
用
語
研
究
と
、『
童
舞
抄
』
を
否
定
す
る
箇
所
の
詳
細
は
別
稿
で
取
り
上
げ
た
い
。
ま
た
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
あ
る
『
童
舞
抄
』
な
ら
び
に
安
照
型
付
群
に
含
ま
れ
な
い
曲
は
ど
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
た
の
か
、『
八
帖
本
花
伝
書
』
か
ら
の
影
響
等
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
考
察
し
て
行
き
た
い
。
付
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
諸
本
略
解
題
①
『
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
』
十
帖
・
百
番
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
二
重
木
箱
入
り
。
列
帖
装
（
２５２
×
１８３
）。
香
色
表
紙
。
金
泥
草
花
模
様
朱
題
簽
に
「
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
一
（
〜
十
終
）」
と
墨
書
。
表
紙
見
返
し
、
金
銀
箔
野
毛
砂
子
散
し
。
料
紙
は
斐
紙
。
内
題
な
し
。
目
録
あ
り
。
墨
付
は
、
順
に
３６
・
４０
（
遊
紙
１
丁
）・
５１
（
遊
紙
１
丁
）・
４７
（
遊
紙
１
丁
）・
３６
（
遊
紙
１
丁
）・
４７
（
遊
紙
１
丁
）・
４４
（
遊
紙
３
丁
）・
４０
（
遊
紙
５
丁
）・
５１
・
３３
（
遊
紙
１
丁
）。
奥
書
「
金
春
八
郎
／
秦
安
照
（
花
押
）／
藤
堂
喜
之
介
殿
参
」
※
第
二
帖
は
「
今
春
」。
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②
伊
藤
長
八
氏
蔵
「
金
春
安
照
型
付
」
八
冊
・
七
十
六
番
奥
書
「
金
春
八
郎
／
秦
安
照
在
判
／
藤
堂
喜
之
助
殿
参
」
※
第
一
冊
の
み
「
喜
之
助
」、
他
は
「
喜
之
介
」。
金
春
安
明
氏
蔵
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
り
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
注
（
６
）
の
金
春
安
明
氏
稿
に
よ
る
と
、
装
丁
・
料
紙
は
「
列
帖
装
の
、
古
い
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
厚
手
の
料
紙
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
①
の
第
一
・
九
冊
に
あ
た
る
冊
が
欠
。
第
四
冊
〈
野
守
〉
の
最
終
丁
は
あ
り
、
そ
れ
よ
り
前
が
欠
。
第
五
冊
に
は
錯
簡
が
あ
る
。
③
金
春
宗
家
蔵
『
仕
形
附
金
春
流
』
三
冊
・
九
十
一
番
袋
綴
美
濃
本
（
２８０
×
１９８
）。
青
色
蒲
公
英
模
様
白
地
布
表
紙
。
左
上
に
打
雲
紙
書
題
簽
「
仕
舞
附
金
春
流上
（
中
・
下
）
」。
墨
付
は
、
順
に
１１６
・
１２３
・
９９
丁
。
各
冊
、
遊
紙
２
丁
、
目
録
一
丁
表
。
奥
書
「
万
治
三
年
子
林
鐘
吉
日
ニ
是
ヲ
書
立
①
付
り
／
番
数
九
拾
三
番
右
之
本
三
②
木
ナ
リ
／
墨
付
合
而
三
百
三
十
六
数
／
中
村
織
部
包
勝
③
（
久
正
）」（
※
①
中
・
下
冊
は
「
侍
る
」。
②
中
・
下
冊
は
「
本
也
」。
③
中
冊
は
「
久
正
一
」、
ど
の
冊
も
長
形
二
重
丸
で
囲
む
）。
識
語
「
安
永
五
丙
申
年
／
菊
月
日
写
之
／
吉
川
安
住
／
三
冊
之
内
」。（
※
中
冊
は
「
年
」「
菊
」
が
「
と
し
」「
き
く
」
と
平
仮
名
）。
奥
書
に
は
九
十
三
番
と
あ
る
が
、
目
録
の
み
の
四
番
を
除
く
と
実
質
九
十
一
番
を
収
め
る
。
喜
之
介
宛
安
照
奥
書
は
な
い
が
、
型
付
の
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
①
②
の
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
写
書
態
度
は
厳
密
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
曲
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
省
略
が
目
立
つ
も
の
も
あ
る
。
奥
書
の
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
は
、
諸
本
の
う
ち
書
写
年
の
明
ら
か
な
本
と
し
て
は
最
も
古
い
こ
と
に
な
る
。
本
文
と
奥
書
は
同
筆
で
あ
る
が
、
安
住
識
語
は
筆
が
異
な
っ
て
い
る
。
万
治
三
年
奥
書
中
村
本
の
転
写
本
の
末
尾
に
、
安
住
が
安
永
五
年
に
識
語
を
付
し
た
の
だ
ろ
う
。
書
写
者
の
「
中
村
織
部
包
勝
」
な
る
人
物
は
、
肥
後
中
村
家
の
系
図
に
は
見
え
な
い
。
下
冊
〈
三
井
寺
〉
に
「
春
輝
不
審
…
」
の
貼
紙
が
あ
り
、
こ
の
「
春
輝
」
は
享
保
十
七
年
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（
一
七
三
二
）
に
『
風
姿
花
伝
』（
金
春
本
系
）
を
書
写
し
て
い
る
「
中
村
春
輝
」
と
思
わ
れ
る
。「
中
村
織
部
包
勝
」
は
春
輝
の
先
祖
に
あ
た
る
か
。
宮
本
圭
造
氏
は
「
南
都
禰
宜
衆
の
演
能
活
動
」（『
上
方
能
楽
史
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
春
輝
の
家
系
を
金
春
流
の
大
夫
と
し
て
活
躍
し
た
中
村
姓
の
禰
宜
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
④
中
村
家
蔵
「
寛
文
六
年
筆
浅
井
喜
之
介
仕
舞
付
」
一
冊
・
十
三
番
仮
綴
の
大
本
。
表
紙
打
付
書
外
題
「
仕
舞
付
」。
表
紙
識
語
「
寛
文
六
年
於
江
戸
高
安
太
郎
右
衛
門
／
申
候
ハ
ぬ
し
仕
舞
付
を
見
候
而
く
れ
候
／
様
ニ
と
申
候
ニ
付
見
候
而
う
つ
し
置
候
也
／
奥
ニ
委
細
書
付
候
也
」。
末
尾
の
識
語
は
本
稿
一
一
五
頁
参
照
。
⑤
般
若
窟
文
庫
蔵
延
宝
元
年
極
月
廿
一
日
忠
勝
筆
「
井
筒
仕
舞
付
」
一
冊
・
一
番
仮
綴
半
紙
本
。
共
表
紙
打
付
書
外
題
、
左
上
に
「
井
筒
仕
舞
付
」、
右
下
に
「
金
春
八
郎
右
衛
門
／
忠
勝
（
花
押
）」
に
署
名
。
奥
書
「
延
寶
元
年
／
〈
丑
ノ
〉
極
月
廿
一
日
」。
125 被相伝者から見る金春安照型付
【所収曲一覧】
童舞抄
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
６９曲
＊金春宗家本は、上記の９０曲のうち（ ）に括り示した４曲は、目録に曲名のみ見え、本文のない曲である。そのほか中
冊に〈鉢木・芦刈・熊坂〉下冊に〈道成寺・猩々〉を含み、実質計９１曲を所収。
中村家
本
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
１３曲
金春宗
家本
下
下
下
下
下
下
下
上
上
上
上
上
下
下
下
下
下
下
下
中
（下）
下
中
下
中
中
下
中
中
中
中
中
中
中
下
中
中
中
中
下
上
上
中
中
中
中
中
９０曲
伊藤氏
本
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
７６曲
東京国立博物館本
三井寺
柏﨑
百萬
角田川
籠太皷
桜川
冨士太皷
二人静
雲雀山
夕顔
竹生嶋
養老
嵐山
西行桜
羽衣
小塩
當麻
海士
誓願寺
卒都婆小町
山姥
葵上
黒塚
国栖
放家僧
自然居士
花月
藤永
春栄
小袖曽我
烏頭
船橋
藤渡
邯鄲
天皷
船弁慶
通小町
女郎花
錦木
項羽
融
頼政
敦盛
春日龍神
車僧
昭君
大江山
阿漕
蟻通
盛久
１００曲
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
六
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
七
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
八
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
九
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
十
計
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３
６４
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９
９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６
９７
９８
９９
１００
童舞抄
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
中村家
本
○
○
○
金春宗
家本
上
上
上
上
（上）
上
上
上
上
上
上
上
（上）
上
上
上
上
上
（上）
上
上
上
上
上
上
上
中
中
中
中
中
中
中
下
中
上
上
上
上
下
下
中
下
伊藤氏
本
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
東京国立博物館本
相生
老松
白楽天
放生川
弓八幡
金札
白髯
呉服
鵜羽
賀茂
八嶋
真盛
清経
忠度
通盛
朝長
兼平
田村
箙
経政
湯谷
松風
江口
野々宮
芭蕉
源氏供養
定家
楊貴妃
井幹
采女
夜鳥
殺生石
鐘馗
野守
鞍馬天狗
是界
大会
鵜飼
紅葉狩
谷行
千寿
軒端
玉鬘
浮船
杜若
朝顔
三輪
龍田
葛城
六浦
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
一
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
二
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
三
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
四
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
五
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
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注
（
１
）
「
続
・
江
戸
時
代
能
楽
繁
盛
記
―
我
ら
が
家
の
小
姓
の
大
夫
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
名
人
揃
―
」（『
観
世
』
二
〇
〇
八
年
八
月
）。
な
お
、
片
桐
登
氏
「
江
戸
時
代
初
期
素
人
能
役
者
考
―
『
役
者
目
録
』
を
中
心
に
―
」（『
能
楽
研
究
』
第
三
号
、
一
九
七
七
年
）
に
も
詳
し
い
。
（
２
）
西
野
春
雄
氏
校
訂
『
下
間
少
進
集
Ⅰ
』
能
楽
資
料
集
成
１
（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
七
三
年
）。
（
３
）
片
桐
登
氏
校
訂
『
下
間
少
進
集
Ⅲ
』
能
楽
資
料
集
成
６
（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
七
六
年
）
所
収
、「
起
請
文
帖
」。
ま
た
、
宮
本
圭
造
氏
「
武
家
手
猿
楽
の
系
譜
―
能
が
武
士
の
芸
能
に
な
る
ま
で
―
」（『
能
楽
研
究
』
第
三
十
六
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
に
、
下
間
少
進
が
大
名
衆
の
弟
子
を
多
数
も
ち
指
南
役
と
し
て
活
躍
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
願
寺
の
坊
官
で
あ
り
「
猿
楽
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
注
目
さ
れ
、「
武
家
手
猿
楽
の
流
れ
を
汲
む
彼
ら
手
猿
楽
が
、
猿
楽
の
芸
能
を
大
名
衆
に
伝
え
る
媒
介
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
」、「
武
家
の
芸
道
師
範
を
専
ら
と
す
る
彼
ら
の
登
場
に
よ
っ
て
、
猿
楽
か
ら
手
猿
楽
へ
、
手
猿
楽
か
ら
大
名
衆
へ
、
と
い
う
芸
の
伝
承
の
構
図
」
が
成
立
し
た
と
す
る
、
示
唆
に
富
む
御
指
摘
が
あ
る
。
（
４
）
小
田
幸
子
氏
校
訂
『
金
春
安
照
型
付
集
』
能
楽
資
料
集
成
１４
（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
八
四
年
）。
と
く
に
注
記
し
な
い
限
り
、
本
稿
中
で
仮
称
し
た
『
中
村
本
安
照
型
付
』『
中
村
本
安
照
装
束
付
（
一
一
〇
番
・
一
二
二
番
）』
の
引
用
は
、
同
書
に
拠
っ
て
い
る
。
引
用
中
の
（
）
で
囲
ま
れ
た
文
字
は
、
加
筆
部
分
で
あ
る
。
な
お
、
中
村
本
と
同
系
統
の
型
付
は
以
下
の
二
種
が
あ
る
。
①
大
蔵
庄
左
衛
門
氏
紀
写
金
春
安
照
型
付
（
二
冊
・
八
十
五
番
。
能
楽
研
究
所
蔵
。
奥
書
「
秦
之
安
照
竹
田
金
春
八
郎
以
本
ヲ
／
写
之
畢
／
元
和
二
年
卯
月
吉
日
／
大
蔵
庄
左
衛
門
／
秦
氏
紀
（
花
押
）」。
三
宅
晶
子
氏
「
大
蔵
庄
左
衛
門
家
伝
来
型
付
三
点
の
紹
介
（
上
）」（『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
第
４１８
号
、
一
九
八
七
年
一
月
）。
中
村
本
に
未
所
収
の
４０
曲
を
含
む
。
②
無
奥
列
帖
装
型
付
（
一
帖
・
二
十
三
曲
。
金
春
宗
家
蔵
。
列
帖
装
。
２４２
×
１９５
。
共
表
紙
。
外
題
・
内
題
・
奥
書
な
し
。
表
紙
見
返
し
に
目
録
。
所
収
曲
は
「
百
萬
・
柏
﨑
・
邯
鄲
・
通
小
町
・
藤
門
・
善
知
鳥
・
天
皷
・
舟
橋
・
鐘
馗
・
野
守
・
鵺
＊
・
女
郎
花
＊
・
山
姥
＊
・
冨
士
太
皷
＊
・
あ
ふ
ひ
の
上
＊
・
源
氏
供
養
・
田
村
・
白
鬚
・
み
も
す
そ
・
放
生
河
・
吉
野
・
東
方
朔
・
嵐
山
」。
＊
印
は
中
村
本
・
大
蔵
本
に
未
所
収
の
曲
）。
（
５
）
「
能
の
演
技
と
演
出
―
装
束
付
・
型
付
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
」（『
能
楽
研
究
』
第
十
号
、
一
九
八
五
年
）。
（
６
）
金
春
安
明
氏
「
金
春
安
照
型
附
新
資
料
発
見
（
二
件
）」（『
金
春
月
報
』
一
九
八
七
年
五
月
）。
本
稿
で
②
と
し
た
「
伊
藤
長
八
氏
蔵
本
」
を
紹
介
さ
れ
た
記
事
で
、
そ
の
特
徴
を
「
童
舞
抄
の
加
除
訂
正
大
増
補
本
」
と
の
ご
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
同
氏
「
金
春
安
照
型
附
新
資
料
ま
た
ま
た
発
見
―
今
春
大
太
夫
仕
舞
付
―
」（『
金
春
月
報
』
一
九
八
九
年
六
月
）
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
の
紹
介
が
あ
る
。
127 被相伝者から見る金春安照型付
（
７
）
片
桐
登
氏
校
訂
『
下
間
少
進
集
Ⅲ
』
能
楽
資
料
集
成
６
（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
七
六
年
）。
（
８
）
注
（
１
）
に
同
じ
。
（
９
）
注
（
４
）
に
同
じ
。
少
進
の
型
と
観
世
流
と
の
近
似
に
つ
い
て
「
岌
蓮
に
師
事
す
る
以
前
、
観
世
大
夫
元
広
（
道
見
）
の
弟
子
だ
っ
た
下
間
丹
後
に
能
を
習
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
し
か
も
比
較
的
自
由
な
立
場
に
あ
っ
た
少
進
の
演
技
に
金
春
流
の
系
統
か
ら
外
れ
る
演
出
が
認
め
ら
れ
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
御
指
摘
が
あ
る
。
（
１０
）
表
章
氏
・
小
田
幸
子
氏
校
訂
『
金
春
安
照
伝
書
』
能
楽
資
料
集
成
９
（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
七
八
年
）。
（
１１
）
『
少
進
能
伝
書
』
に
も
〈
二
人
静
〉
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、『
童
舞
抄
』
に
な
い
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、『
少
進
能
伝
書
』
は
『
童
舞
抄
』
の
よ
う
な
流
布
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
は
考
察
の
対
象
外
と
し
た
。
（
１２
）
金
春
信
高
氏
、
金
春
円
満
井
会
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
。
（
１３
）
山
中
玲
子
氏
「
能
楽
型
付
の
記
述
ル
ー
ル
の
研
究
（
１
）」（『
能
楽
研
究
』
第
三
十
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
に
は
、『
宗
節
仕
舞
付
』
で
「
見
る
」
と
あ
る
所
作
が
、
す
べ
て
で
は
な
い
が
現
行
演
出
で
は
サ
シ
・
サ
シ
廻
シ
・
打
込
・
胸
指
な
ど
の
扇
で
指
し
示
す
型
に
変
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
る
こ
と
を
示
し
、
「
さ
ら
に
大
胆
な
言
い
方
を
す
る
な
ら
、
最
も
基
本
的
な
サ
シ
コ
ミ
・
ヒ
ラ
キ
の
よ
う
な
所
作
も
、
結
局
は
「
見
る
」
こ
と
の
大
げ
さ
な
表
現
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
示
唆
に
富
む
御
指
摘
が
あ
る
。
（
１４
）
注
（
１０
）
所
収
。
（
１５
）
注
（
１０
）
所
収
。
序
ノ
舞
に
つ
い
て
以
下
の
詳
細
な
記
述
〔
１１１
ロ
・
ハ
〕
が
あ
る
。「
一
、
舞
の
内
、
三
段
目
ま
で
ハ
、
仕
手
は
脇
正
面
に
て
常
の
ご
と
く
舞
也
。
つ
れ
も
脇
座
の
方
に
て
常
の
ご
と
く
舞
也
。
一
、
同
、
三
段
目
に
、
常
の
ご
と
く
扇
を
と
り
、
常
の
ご
と
く
長
絹
の
右
の
袖
を
打
上
、
正
面
を
左
り
へ
大
き
に
常
の
ご
と
く
脇
座
の
方
へ
ま
ハ
る
。
つ
れ
も
常
の
ご
と
く
仕
手
の
と
る
様
に
扇
を
取
て
、
わ
き
正
面
の
か
た
へ
、
仕
手
の
う
し
ろ
よ
り
入
ち
が
ふ
て
返
り
、
則
居
座
の
方
へ
む
き
、
其
ま
ゝ
右
へ
脇
座
の
方
へ
面
を
む
け
て
、
仕
手
の
袖
を
お
ろ
す
を
見
て
、
常
の
ご
と
く
袖
を
お
ろ
し
、
左
の
身
と
も
に
居
座
の
方
へ
行
、
常
の
ご
と
く
に
仕
手
同
前
に
こ
ま
ハ
り
を
し
て
、
常
の
ご
と
く
脇
座
の
方
に
て
左
右
を
あ
い
し
ら
い
、
正
面
へ
出
て
四
段
目
を
と
る
也
。
仕
手
ハ
脇
正
面
の
方
に
て
、
常
の
ご
と
く
四
段
目
を
と
り
、
常
の
ご
と
く
ま
ハ
り
て
、
そ
り
帰
り
を
し
て
、
偖
扇
に
て
右
へ
さ
し
て
ま
ハ
る
時
、
つ
れ
の
女
〈
衍
カ
〉
を
さ
し
て
、
さ
き
に
た
た
て
ゝ
ま
ハ
り
、
居
座
の
方
へ
行
た
る
時
、
つ
れ
ハ
も
と
の
脇
座
の
方
へ
行
、
こ
ま
ハ
り
を
常
の
ご
と
く
（
ニ
）
し
て
舞
留
る
也
。
仕
手
ハ
脇
正
面
の
方
に
居
て
、
常
の
ご
と
く
こ
ま
ハ
り
を
し
て
ま
ひ
と
め
、
一
度
に
和
哥
を
う
た
ひ
出
す
也
」。『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
記
述
が
簡
略
で
あ
る
た
め
、
直
接
的
な
関
連
は
見
い
出
し
づ
ら
い
。
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（
１６
）
表
章
氏
「『
車
屋
謡
本
』
新
考
（
一
）」（『
能
楽
研
究
』
第
十
三
号
、
一
九
八
八
年
）
に
詳
し
い
。
（
１７
）
古
川
久
氏
校
訂
『
下
間
少
進
集
Ⅱ
』
能
楽
資
料
集
成
３
（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
七
四
年
）。
（
１８
）
注
（
１
）
に
同
じ
。
（
１９
）
上
野
市
古
文
献
刊
行
会
編
『
公
室
年
譜
略
―
藤
堂
藩
初
期
史
料
』（
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
〇
二
年
）。
（
２０
）
久
保
文
武
氏
『
藤
堂
高
虎
文
書
の
研
究
』（
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
、
伊
賀
保
田
文
書
一
六
三
号
。
宮
本
圭
造
氏
の
御
教
示
。
（
２１
）
表
章
氏
校
註
『
舞
正
語
磨
』（
能
楽
史
料
第
七
編
、
わ
ん
や
書
店
、
一
九
五
八
年
）。
（
２２
）
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
８
『
謡
曲
狂
言
』（
三
省
堂
、
一
九
六
一
年
）。
（
２３
）
天
野
文
雄
氏
「
近
世
初
期
能
楽
界
の
一
動
向
―
『
万
治
三
年
大
蔵
主
馬
能
伝
書
』
の
「
役
者
評
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（『
芸
能
史
研
究
』
№
２０３
、
二
〇
一
三
年
）。
（
２４
）
野
々
村
戒
三
氏
『
金
春
十
七
部
集
』（
春
陽
堂
。
一
九
三
二
年
）
所
収
。
安
住
書
写
奥
書
に
は
「
安
住
云
、
右
之
書
者
、
南
都
嫡
家
之
表
蔵
に
有
之
書
物
な
り
。
天
明
四
辰甲
閏
正
月
、
於
南
都
写
置
処
な
り
。
其
時
の
書
別
に
あ
り
」
と
あ
る
。
な
お
、『
百
ヶ
條
』
は
金
春
禅
竹
の
本
奥
書
を
有
す
る
が
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
『
金
春
古
伝
書
集
成
』（
表
章
氏
・
伊
藤
正
義
氏
校
注
、
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六
九
年
）
の
解
説
に
お
い
て
「
野
々
村
氏
御
自
身
が
解
説
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
如
く
疑
問
の
多
い
書
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
同
書
奥
書
に
名
の
見
え
る
藤
堂
紀
伊
之
介
（
藤
堂
高
虎
の
家
臣
で
能
を
嗜
ん
だ
浅
井
紀
之
介
で
あ
ろ
う
）
が
、
同
書
年
記
の
寛
永
丁
丑
（
十
四
年
）
頃
に
編
ん
だ
書
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
安
照
奥
書
の
真
偽
に
も
波
及
す
る
問
題
と
な
る
。『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
に
は
年
記
が
な
く
成
立
年
代
の
確
定
は
難
し
い
が
、
安
照
奥
書
の
真
偽
に
よ
っ
て
以
下
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
①
安
照
奥
書
が
真
の
場
合
、
安
照
没
年
の
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
ま
で
の
成
立
、
②
安
照
奥
書
が
偽
の
場
合
、
喜
之
介
没
年
の
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
ま
で
の
成
立
で
あ
る
。
①
の
場
合
の
『
童
舞
抄
』
の
披
見
ル
ー
ト
は
花
崎
左
京
と
な
る
が
、
②
の
場
合
に
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
一
）
刊
の
『
童
舞
抄
』
を
参
照
し
た
可
能
性
も
出
て
こ
よ
う
。
稿
者
は
、
藤
堂
高
虎
書
状
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
安
照
加
判
の
百
番
謡
本
所
持
等
か
ら
判
断
し
て
、『
藤
堂
本
安
照
型
付
』
の
原
本
奥
書
は
安
照
自
筆
の
可
能
性
が
高
い
と
推
察
し
て
い
る
。
（
２５
）
表
章
氏
『
鴻
山
文
庫
本
の
研
究
謡
本
の
部
』（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
六
五
年
）。
了
随
三
百
番
本
に
は
喜
之
介
以
外
に
も
「
長
名
次
郎
大
夫
校
合
」
や
「
弥
平
次
校
合
」
の
名
が
見
え
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
本
文
と
同
筆
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
記
の
識
語
を
持
つ
本
の
転
写
本
と
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
了
随
自
筆
の
原
本
と
他
者
の
名
の
あ
る
識
語
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
了
随
本
を
喜
之
助
が
校
合
し
た
の
か
、
喜
之
助
校
合
の
本
を
も
と
に
了
随
が
書
写
し
た
の
か
明
ら
か
に
し
難
い
。
常
識
的
に
は
前
者
で
あ
ろ
う
が
、
識
語
５
（
稿
者
注：
〈
砧
〉
識
語
）
な
ど
か
ら
は
後
者
の
場
合
も
十
分
考
え
ら
れ
、
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そ
の
両
方
が
混
在
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
い
」
と
の
御
指
摘
が
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
喜
之
介
が
謡
本
を
書
写
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
（
２６
）
注
（
３
）、「
起
請
文
帖
」
所
収
。
（
２７
）
「
肥
後
中
村
家
能
楽
関
係
文
書
に
つ
い
て
」『
法
政
大
学
文
学
紀
要
』
№
１６
、
一
九
七
一
年
）。
（
２８
）
注
（
４
）
①
。
句
読
点
を
付
し
、
詞
章
を
「
」
で
括
っ
た
。（
）
内
は
加
筆
部
分
で
あ
る
。
（
２９
）
田
中
允
氏
編
・
校
訂
『
四
座
役
者
目
録
』
能
楽
史
料
第
六
編
（
わ
ん
や
書
店
、
一
九
五
五
年
）。
な
お
、
少
進
が
岌
蓮
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
、
籠
谷
眞
知
子
氏
『
芸
能
史
の
な
か
の
本
願
寺
』（
自
照
社
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
に
詳
し
い
。
（
３０
）
注
（
２４
）
所
収
、「
金
春
家
祖
先
並
芸
伝
来
之
由
緒
帳
」。
（
３１
）
注
（
１０
）
所
収
、「
金
春
安
照
秘
伝
書
〔
８９
〕」。
（
３２
）
注
（
５
）
に
同
じ
。
（
３３
）
秋
田
城
介
型
付
研
究
会
編
『
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
秋
田
城
介
型
付
』
能
楽
資
料
叢
書
３
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）。
（
３４
）
二
〇
一
六
年
度
能
楽
学
会
大
会
で
の
口
頭
発
表
「
わ
ざ
の
継
承
と
型
付
」。
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